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おわりに

はじめに

本論は，南満洲鉄道株式会社（以下，満鉄）に

所属した建築家・建築技術者(:il)について．満

鉄が編集発行した『社員録』・『職員録』(ii 2)を

基本資料として．不足部分を他の文献資料ぽ3)

や関係者の証言で補いながら，建築家・建築技

術者の変遷を明示し，彼らの実像を明らかにす

るものである。

ここで，満鉄に所属した多数の社員の中から

建築家・建築技術者に着目したのは，満鉄が行

なった鉄道・鉄道附属地・港湾・炭磯・製鉄所

・ホテルの建設．経営，理・エ・農学の研究開

発などの多様な事業に必要な建築物のほとんど

が彼らによって設計監理されたものであり．鉄

道建設や都市計画を担当した土木技術者ととも

に建築家・建築技術者の活動が満鉄の多様な事

業を根底から支えていたためである。満鉄にと

って建築家・建築技術者は土木技術者とともに

その会社経営と中国東北地方の支配を進める上

で必要不r1J欠な存在であり，満鉄の建槃家・建

築技術者の行なった具体的な活動内容の解明が，

rアジア経済』 XXXV-7(1994. 7) 

満鉄の会社経営や中国東北地方支配の実態を総

体的に解明するためには必要であると考えられ

る。しかし，従来の満鉄に関する研究では建築

家・建築技術者に焦点を当てた研究は少なく．

建築組織の変遷を明示した拙稿け4)の他は，＿廿

時の建築組織に所属した技術者によって記録書

『満鉄の建築と技術人』 (it5)が1976年に刊行され

ているだけであった旧6）。しかし建築家・建築

技術者が行なった建築活動の貝体的な内容が解

明されていないばかりでなく．その前提となる

どのような建築家・建築技術者が満鉄に所属し

ていたかという基本的な問題さえも『満鉄の建

築と技術人』によって断片的に記されているに

すぎなし)いi-:7) 0 

本論は，このような研究の現状を踏まえ．満

鉄の会社経営や中国東北地方支配の実態をより

総体的に把握する一環として，満鉄に所属した

建築家・建築技術者の活動内容を把握するため

に，建築家・建築技術者の変遷と実像を明らか

にすることを目的としている。

（注1) 「建築家」とは本来“architect"のぶ語であ

る。欧米における “architect’'は建婆設計監理を専業と

する建築組織（一般には建築事務所）を主宰する者また

はそこに所属して建槃設計と監理 (T事が設社とおり行

なわれることを確認する業務）を行なう建築の専門家を

指すが，欧米に比べて民間の建築事務所が未発達でかつ

官庁の建築常繕組織や，没，Jt・施1：を一貫して請け負う建

設会社（ゼネコン）が発達したII本ではそれらに所属す
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る建築設計監理担当の専門家に対しても「建築家」という

表現をすることが多い。したがって満鉄に所属した建槃

技術者の中にはH本語で「建業家」と表現しても差し支

えのない人物も多数いる。しかし，その一方で単に図面

作成にのみ従市する人々も多数おり，彼らは“architect"

や「建築家」の概念からはかけ離れているので，本論で

は「建築技術者 1 と表現した。「建築技師」という用語

もあるが，満鉄では—＾時期の職制に「技師」という身分

カ存在したので，混乱を避けるために「建築技術者j と

いう用語を用いる。

（注2) 『社員録』・『職員録』は満鉄が編集発行した

満鉄の社員名簿。現在， 1909~11• 13~15 • 18~23 • 25 

~:ll • 33~35 • 37 • 40年に編集された『社員録』・『職

員録』 it24年分の存在が確認されている。

（注3) 中国・遼寧省枡案館には満鉄本社（大連）と

鉄道総局（奉天・現潅陽）が所蔵し戦後中国政府に接収

された文書やflj行物が所蔵されている。これらについて

は，李晨牛編『遼寧梢案通覧』北京枡案出版社 1988 

年を参照。第者は1991年遼寧省梢案館，北点•清華大学

および藩陽建築工程学院の協力(/)ード、同館）和蔵の満鉄関

係文古のうち，建婆に関する文書を閲覧した。

（注4) 拙稿 1南満洲鉄道株式会社の建築組織の沿革

について-20枇紀前半の中国東北地方における日本人

の建策疇に関する研究 その3-」（『11本建築学会

計画系論文渠』第457号 1994年3月） 215~224ページ。

(it5) 満鉄の建築と技術人編集委員会編『満鉄の建

婆と技術人』満鉄建簗会 1976年。満鉄建哭会は満鉄の

建築組織に所属した技術者の親睦会c

（注6) 以ドの研究には満鉄の建築組織に関する，i及

があか狩谷忠原「満州における建築の沿革」（満史会

編『満州開発四十年史』補巻 満州開発四卜年史fljfj会

1965年） 29:l~316ページ／越沢明「撫順都市叶画 (1905

~1945) I:」（『地域開発』第266号 1986年11月） 40~

55ペーシ／詞「撫順都IP計画 (1905~1945) ド」（『地域

開発』第267号 1986年12月） 24~43ペーシ。

（注7) 満鉄の建築と技術人編集委U会紺『満鉄の建

築と技術人』 3(）1~3l9ペーシ。ここには，建築組織の変

遷表と1919·‘凶 •40 • 45年当時の建業技術者名簿が掲載

されているか、変遷表には誤りがあり，名簿も 4年分し

かない(})で，建策技術者の変遷を把握することは難しいt“,

また， r,,]内は満鉄の建築巾業に関する唯-(}）記録計であ
り，その出版意義は大きいが，満鉄のれ創期の建第物に

関する品述か少なく，多数収録された[,ij顧録もその内容

24 

は1920年代以降の事柄を扱っており，同書からも建築技

術者の活動の全容を把握することは難しい。

I 満鉄の設立と建築組織

日本政府は， 1906年 6月 7日付勅令 142号に

よって満鉄の設立を内外に公表した。そして，

この勅令に基づく 80名の満鉄設立委員に対して

日本政府は同年8月 1日「命令書」を発し，設

立委員が起案する会社約款の中で明記されるべ

き満鉄の営業項Hに長春～大連・旅順間の鉄道

経営0)みならず，安東県・奉天間の鉄道経営，

鉄道附属地における行政権の行使，撫順炭坑の

経営，必要に応じた水運・倉庫・電気業の営業

などを盛り込むことを命じた。この「命令苫」

によって，建築については，満鉄は通常の鉄道

会社として鉄道の駅舎を建設すること以外に，

主要停車場におけるホテルと倉庫，大連港にお

ける埠頭施設，鉄道附属地における貸家と学校

や病院などの公共施設の建設を義務づけられた。

会社約款は「南満洲鉄逍株式会社定款」 (ii•1)

として同月18fJには逓信大臣の許ujを得たが，

これには「命令古」に示された日本政府の要求

が全て反映され，これによって満鉄は多様な巾

業を行なうための膨大な施設の建設を行なうこ

とになった。そして， これらの膨大な施設の建

設にはそれを主務とする組織が必要であり，そ

のために設計監理を主務とする「本社建築係」

や監理・補修を主務とする多数の組織が設けら

れた（第II節参照）。また，建築組織の中枢で

あった「本社建築係」「本社建築課」「本社上事

課」(rt2)が鉄道会社の組織でありながら，多数

の公共施設を設計する官庁営繕組織という性格

と貸事務所・ホテル・住宅を設計する民間建築
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組織の性格を併せ持つこととなったのは，この 織となり，その後の建築組織の母体となった。

「命令書」によるものであるといえる。

1906年11月26日満鉄設立総会が開かれ，翌27

日本社を東京に置いて正式に満鉄が設立された。

そして， 1906年12月2日制定の満鉄最初の事務

分掌規程で大連支社総務部庶務課用度係が「土

地，建築，営繕，物品会計等」(:t3)を担当するこ

とが示され，満鉄最初の建築組織となった。大

連支社には総務部の他に鉱業部・鉄道部が設け

られたが，建築組織が鉄道部に属さなかったこ

とは，「命令書」の内容が反映されたためであ

り，その後の満鉄の建築組織の性格を決定づけ

るものであった。しかし，日本政府の現物出資

品である鉄道とその付随施設や十地などの資産

の引渡しは本社の大連移転直前に行なわれ国4)'

小野木孝治など建築組織の中心的役割を果たす

ことになる建築家・建築技術者たちがいずれも

本社の大連移転に伴って大連人りしているこ

と（注5)を考慮すると，この庶務課用度係が実際

に建築家・建築技術者を擁して建築活動を行な

った組織であるとははい難い。

満鉄は1907年3月5日付勅令22号によって同

年4月 1日本社を大連に移転し，同月23日には

本社分課規程を定めて本格的に業務を開始した。

実体を有した満鉄最初の建築組織はこの本社

分課規程によって設I‘Lされた総務部土木課建築

係（以下「本社建築係」）である（図 1参照）。こ

の規程では総務部土木課が「建物ノ建築及修理

ニ関スル事項」と「上木二関スル事項」を担当

することが定められた国6）。この規程には明記

されていないが，総務部土木課には建築係と土

木係が設けられたほ7）。この建築係が満鉄が建

設する全ての建築物の設計監理を主務とする組

織，すなわち満鉄本社の実質的な最初の建築組

（注l) 南満洲鉄道株式会社編『南満洲鉄道株式会社

十年史』大連 1919年 27ページ（以下『第一次十年

史』）。

（注2) これらの組織の略称については，第II節参照c

（注3) 『第一次十年史』 75ページ。

（注4) 同上書 42~64ページ。

（注5) 建築学会『建築雑誌』に毎号掲戟された「会

員転居記事j などを基に1907年に満鉄本社建築係に所属

した21人の建築技術者（図6参照）の大連人りの時期を

みると，小野木孝治・吉峰嘉吉・檜山憲太郎・和田喜蔵

•吉田宗太郎が1907年 3 月頃，若林若次・三田昇之助・

関栄太郎・相賀兼介が同年4月頃，杉山勇一郎が同年5

月頃，巾田菊治郎・横井謙介・山崎源逸か同年7月頃て

ある。ただし相賀は当時事務職として満鉄人社。

（注6) 『第一次十年史』 77ページ。

（注7) 加藤与之吉噌計尚洲鉄道株式会社t木十六年

史』大連 南満洲鉄道株式会社 1926年 1ベージ。

II 建築家・建築技術者が

所属した組織

『社員録』・『職員録』によれば，建築家・

建築技術者が所属した満鉄の組織は多種多様で

あった。図 1~4に各時期の満鉄の組織の概略

と建築家・建築技術者が所属した組織を示し，

表 1~3はそれぞれの時期における満鉄所属の

全ての建築家・建築技術者をその所属組織別に

ぶしたものである。

満鉄の建築家・建築技術者の所属組織は，（1)

建築の新築設計監理を主たる業務とする組織，

(2)監理や既存建築物の補修をtたる業務とする

組織，（3）建築活動を業務のひとつとする組織，

(4)建築活動を本来の業務としない組織，（5）満鉄

以外の組織，の 5つに大別される。これらの組

織のうち，（1), (2)は建築活動を主務とする組織

であり，建築組織と呼ばれる組織である。以下
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図 1 本社大連移転時 (1907年4月）の満鉄機構図
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（出所） 満鉄会監修『課級以上組織機構変遷並に人事異動一覧表』龍渓書舎

1992年 24~25ページ

（注） 太字は建築設計監理を主務とする組織（建築組織）。斜字は建築組織

ではないが建築技術者が所属した組織。総務部・運輸部・撫順炭坑以外

の部局は本論には無関係なので詳細は略した。

図2 「本社建築課」設立時 (1914年5月15日）の満鉄機構図

／＂ニー〗

課

木課

建築課

査局し中央試験所

地質研究所

（出所） 南満洲鉄道株式会社総裁室地方部残務整理委員会編「満鉄附

属地経営沿革全史』上巻 南満洲鉄道株式会社 1939年付表。

（注） 太字は建築設計監理をi:：務とする組織（建槃組織）。斜字は建

策組織ではないが建築技術者が所属した組織。総務部・撫順炭磯

以外の部局は建哭組織を有しないので詳細は略した。
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南満洲鉄道株式会社の建築家

図3 地方事務所に建築組織が設けられた時期 (1927年4月）の満鉄機構図

（出所） 南満洲鉄道株式会社総裁室地方部残務賠理委員会編『満鉄附属地経営沿革全史』上巻 而

満洲鉄道株式会社 1939年付表。

（注） 太字は建築設計監理を主務とする組織（建築組織）。斜字は建築組織ではないが建築技術者

が所属した組織。本論に無関係な部局の詳細は適宜略した。

図4 鉄道附属地撤廃直前 (1937年9月） 0）満鉄機構図

輸送委員会 総務処

一旦済調育・技術・エ務委員歪I

地方行政権
移譲準備委員云
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足 ［道路係
足 給水係

五

~;~~:::~即処
［工事事務所 ←一般建：｛：

（各）鉄路局 ‘輸処］線科 、一

運輸事務所なレ・・I I 
東郷採炭所など 大連

処 改良科
処建築科

口、一”-— 庶務係など 土木係
（各）地方事務所 渉外係（奉天） ［建築係

げ`L （各）医院t印牛研究所 ［工事係（鞍山・左東）処電気科 南満工専満洲医大 土木係（奉天） 設備係

処 （各）図書館教育研究所 建築係（奉天）

（各）鉄迅事務所-l：務課一営繕所 南満洲保養院 勧業係（奉入•安東・撫順）

（出所） 南満洲鉄，i{!株式会社総裁室地j)部残務整岬委員会編『満鉄附属地経営沿革全史I上巻 南満

洲鉄道株式会社 1939年付表。

（注） 太字は建築設計・監理をtたる架務とする組織（建築組織）。斜字は建築組織ではないが建築
技術行が所属し Cいた組織。本，面には無関係な部屈0)洋細は適＇！＂』［略した。
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表 1 1909年3月1日現在の満鉄所属建築家・建築技術者

所属組織］氏名（卒業校I年）

（建築係） ［係長］小野木孝治，太田毅，横井謙介，市田菊治郎，檜山憲太郎，山崎源逸，遠藤五

工 十七郎，秋本時太郎，吉本長太郎，木口鉄之助，三田昇之助，高岩静，今川仙之助，長島延衛，

務 小宮房彦，井田茂三郎，東海林大象，若林莉次，吉峰嘉吉，関栄太郎，安藤儀平，田中元•·,吉

課 田宗太郎，中川義長，小野小弥太，荒木栄一，杉山勇一郎，相賀兼介
------------------. --------------------------------←----------------

大連T]事係 ［主任］横井謙介（兼任），平沢儀平（エ手／00)，木村武太郎（？），蛭田福太郎（無）
.. 

築港事務所三三角碩次郎（佐賀・木／05)

保 遼陽保線係 永吉喜十郎（福岡／03，大石橋保線係兼任）

奉天保線係 島田吉郎（エ手／05,f金塞保線係兼任）
線係 鉄嶺保線係 三島政和（？），吉田松市（佐賀・木／02，門図保線係兼任）

公主嶺保線係 和田喜蔵（」：手／06)
’’”9. ．＂ 9 9~’”’” J~ ～“ 

憮順炭坑： ［課長］弓削鹿治郎（エ手／90)，小黒隆太郎（エ手／99)，森本常治（東エ教・木／98)，寺崎賢

営繕課 i 吉（？），河西丑太郎（？），井手市吉郎（幅岡／05)，名越寿太郎（エ手／（）3),森山富治郎（？）

（出所） 南満洲鉄道株式会社糾『社員録』明治42年3月1日現在 21 ~28 • 59~60 • 65 • 69~76 • 
201~202ページ。

（注） ll （出所）記載の建築技術者をその記載順に従って記した。

2) 工務課所属者の（卒業校I年）は図 6参照。
3) 卒業校などの略称は図 6に同じ。卒業年は西暦年の下2桁を示した。

にその概要を記す。

1. 建築の新築設計監理を主たる業務とする

組織

1907年4月の満鉄本社大連移転時に「本社建

築係」として設立された組織を母体とした組織

と． 36年10月1日設立の鉄道総局工務局建築課

（以下「鉄道総局建築課」）を母体とした組織がこ

れに該当する。

「本社建築係」は． 1914年5月15日には「係」

から「課」に昇格して総務部技術局建築課（以

ド「本社建築課」）旧 I)となり． その後31年8月

1日には土木部門と合体して地方部工事課（以

F 「本社工事課」）となり． 37年11月30日の地方

部解散まて存続した。この組織は．「鉄道総局

建築課」の前身である鉄路総屈T．務処工務科が

設立された1933年3月1H以前の満鉄において

は唯一の建築設計担廿の組織として存在しただ

28 

けでなく，この組織の責任者が満鉄所属の全て

の建築家・建築技術者の人事異動をも実質的に

決定しており，満鉄の建築組織の中枢であった。

一方，「鉄道総局建築課」の前身である鉄路

総局工務処工務科は， 1933年3月1日満洲国国

有鉄道の建設・経営を満鉄が委託されたことに

よって設立された建築組織であり，主として鉄

逍関連の建築設計を行なった。その後， 1936年

中国東北地方における鉄道の一元的経営のため

に鉄道総りが設立されると「鉄道総局建築課」

に改組され，鉄道附属地撤廃に伴う地方部解散

による「本社工事課」の消滅後は「鉄道総局建

築課」が満鉄における唯一の建築設計担当の組

織となって，満鉄の建築組織の中枢となった。

以l：の変遷を図5に示した。
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I 

南満洲鉄道株式会社の建築家

表2 1915年9月1日現在の満鉄所属建築家・建築技術者

所属組織氏名（卒業校I年）

：課長］小野木孝治，弓削鹿治郎，市田菊治郎，檜山憲太郎，山崎源逸，広沢兼次郎，安井武

総務部 雄，秋本時太郎，高岩静，遠藤五十七郎，木口鉄之助，若林若次，小宮房彦，笹川新太郎，三

技術局，島政和，鈴木正雄．島田吉郎，古賀精敏，小林広次，高梨勉ー，近藤外登，相賀兼介，西野作

建築課＇助，吉田伴壮，福島平助，三宅秀吉，井 t荒太郎，横井謙介（海外留学中），狩谷忠麿（入営
：中）
大連保線係

瓦房店保線係

大石橋保線係

保遼阻保線係

奉天保線係

線鉄嶺保線係

＇四平街保線係

公主嶺保線係

係：長春保線係

今川仙之助（？），高綱吉次郎（？），木村武太郎（？），蛭田福太郎（無），池崎正

富（エ手／09)，阿部次郎（？），有吉大蔵（福岡／07)

山角清之助（エ手／12)

永吉喜I郎（福岡／03)，東海林大象(?)
小野小弥太（エ手／04)，小西新一郎（福岡／11)

岡大路（東大／12)，長島延衛（？），清家正就（東高エ／10)，神田勇（福岡／07),

薄井道亮（秋田／09)

籠田定憲（東高エ／11)，畠山喜市（秋田／11)，園田政治郎（満エ／15)

伊東録三郎（エ手／01)，山県嘉ー（エ手／13)

和田喜蔵（エ手／06)，福田輿五郎（丁．手／（）4)

平沢儀平（エ手／（）0),田中尤、（佐賀・木/01)，中北数次郎（？），間瀬昇占（エ

手／13)，西野孝造（？），西郡保男（東高エ／13,入営中）

本渓湖保線係小島齊(?)

連山関保線係 吉峰嘉吉（エ手・別／03)

安東保線係 三田昇之助（東闊エ教／05)，ーミ宅恒三郎（広島／05)

撫順炭坑 小黒隆太郎（エ手／99)，森本常治（東高エ教／98)，寺崎賢吉（？），福島丑蔵（？），森山富

土木課治郎（？），山西請（秋田In)，杉野謙三（秋田／11)

山東鉄道管 吉本長太郎（無），岡野~希久（東高エ/11)，井手市吉郎（福岡／05)，萩原松市（佐賀・木／

理部応聘者： 02)，勝呂太郎（エ手／07)

（出所） 南満洲鉄道株式会社編『社員録』大正4年9J Jl(）日現在 19~20 • 159~ 168 • 297~298 • 

305~316ページ。

（注） 1) （出所）記載の建築技術者をその記載順に従って叫した。

2) 技術局建槃課所属者の（卒業校／年）は［文16参照。

3) 卒業校などの略称は図 6に同じ。卒業年は西暦年の下2桁を示した。

2. 監理や既存建築物の補修を主たる業務と

する組織

建築組織の中枢である「本社建築係」「本社

建築課」「本社工事課｝「鉄道総局建築課」が満

鉄のほぼ全ての建槃物の設，iいを担当していたの

に対して｀ ここに分類される組織はtとして建

築工事監理や既存建築物の補修を主たる業務と

する組織である。

これらの代表的な組織は撫順炭坑営繕課と大

連建築事務所である。撫順炭坑営繕課は1907年

4月撫順炭坑（炭磯）の開発に伴う千金塞市街地

建設における全ての建築物のT^ 事監理を一元的

に行なうために設立された組織であった。 1910

年12月10日には土木課に改組され，その後工務

事務所 (27~30年）・工事事務所 (30~39年）・エ

務局工務課 (39~45年）と変遷したが，その業

29 
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表 3 1929年 3月1日現在の満鉄所属建築家・建築技術者

所属組織：氏名（卒業校I年）
ヽ 冒ー・ c ・・っ•ヘ

技術委員会：青木菊治郎＊，岡大路＊，平沢儀平 (t手／00)，中沢潔（東高エ／19)，相沢房太郎（エ

手/16)

東京支社＇臨時建槃係 ［係長］青木菊治郎＊，高松丈夫（東高エ／17)

地

← 9 ←9 9 9 

工務事務所 原正五郎（東麻下／16)，松江昇（東高芸／？），土方義正（山形/11)，山西謹（秋

田；’’ll），伽島福二（満エ／19)，西原駒市（旅順工大工専・機／24)，石黒助次郎（？），炭田守

夫（満専／26)，塩川白麻（福岡／19)，小串久男（満エ／20)，戸田寛（福岡／20)，菅井久助（米

沢／20)
....←●● てヽ 9 9 

非役 長広勧ー・（東高エ／16)，益田千代治（エ手／16)

工務課 和田喜蔵（エ手，/()6)，堀谷平作（エ手／03)，野尻栄（満専／26)

大連鉄道事務所 山県嘉’-.（エ手／13)，渡辺綱太郎（秋田/14)，利光直市（満専／27)

奉天鉄道事務所 小西新一郎（福岡／11) ，佐々木四郎（満専／25) ，仮屋園盛—^ （鹿児島／？），阿部

次郎（？），角健蔵（？），峰岸稲馬（？），神田末ー.(?).安保敏郎（？），宮川伊左尾（？）

海外留学中 長介イ＜二夫（東大／21) 非役辻倍吉（上手／18)

建築課 l課長］肖木菊泊郎，植木茂，鈴木正雄，島田吉郎，湯本三郎，相賀兼介，川井広n半，藁
科浅吉，千本隆一，田中龍助，平野緑，黒柳栄次郎，山城竹次，板橋龍生，三橋健児，山岡博，

荒井善治，坂本義信，岡田彦四郎，吉田一時，楊河正幸，酒井武彦，渡辺惣一郎，弓沢重明，伊

束真美＃，東沢閑夫＃，森川善雄＃，和田喜蔵＊
...........................................  ...．．-----------・ • • -• 

奉天地方事務所建築係 ［係長］木滑寛（早大／15)，中村孝愛（早大／16)，青山邦ー（名高エ／19),

新井今四郎（？），吉村利喜太郎（エ手・機／（）9),滝村盛利（広島／14)，野手悌士（東大・機／
27) ，樋口彦—t （早大・聴/24)，小野芳雄（満エ／19)，高野勇二（満エ／23)，白浜政道（？），出
利葉喜一郎（福岡／1,1，鞍山），岩崎善次（東丁未↓／］8，遼陽），西尾東（？，鉄嶺），中島伊吉（熊

本／16，開原），吉田伴壮（福岡／11，本渓湖）
方 トー・・・・・ ・・・・・---.. .................... 

長春地方事務所建築係 ［係長］小林広次いれ閥エ／13)，寺真正成（？），江原耽（？），森常太郎

（］―．手／16)，南善竺（？），長野守（旅順工大工専・機／25)，柏原義一（満エ／18)，江森清太郎

＇ （？），長沢昌（？），坂元基記（？，四平街），木村貞次郎（東高エ／21，公主嶺）
------.．．．．．．．．．．．．--．．．．. ............................... 

安東地方事務所建築係 ［係長l江崎八郎（名高エ／19)，大塚精一（？），馬場友作（エ手／16)，吉
本喜代松（満エ／21),

部 ；．．．．．． 一一 一一 一一ーー一ー一一一 ー・ ・・・・・・一●ー・・・・・ ・・・・・ • -• -・ • ・ • ・ • .....• ---• ----・ •.......---• ----•・・・・・・・・・・・・•----．．．．． ．．． ．．．．．．....... 
大連工務事務所 ［所長］高宮元三郎（東大／13), ［建築係長］狩谷忠麿（早大／14)，池崎正富（エ

手/09)，薄井追亮（秋田／（）9),佐々木長太郎（？），福島平助（？），岡崎藤作（？），吉岡三助

（？），山田隆一郎（満丁“/20)，大沢熊吉（満専／26)，貝津丸秀雄（満専／26)，勝本泰ア（満専I
27)，浦塘国義（満専／28)，久池井達也（？），広部虎＿： （満専／25，瓦房店），中野屯て郎（無，

大石橋）， 千本隆一＊，尾花芳雄＊，二橋健児＊，酒井武彦＊

（出所） 南満洲鉄道株式会社編『職員録』昭和 4年 3月 1日現在 11~12 • 18 • 26~27 • 72 • 78 • 

83~84 • 124~ 125 • 199 • 203~204 • 220~222 • 235~236 • 242~243 • 284~285ページ。

（注） 1) （出所）記載の建築技術者中，「職員Iの肩書きを有する人物のみをその記載順に従って
記した。

2) 地方部建架課所属者の（卒業校I年）は図 6参照。
3) 卒業校などの略称は図 6に同じ。卒業年は西＂和卜の卜＾ 2桁を示した。

4) ＊印は兼任c

5) 地方部0)#1]］は奉k在勤者，（ ）の地名は在勤地(9
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南満洲鉄道株式会社の建築家

図5 「本社建築課Jと I鉄道総局建築課」の変遷

総務部L木課〈19074.2” | 1 撫順炭坑営繕課 (1907.4)
建築係長：小野木年佑 課長：大八木喬染 (~1908.2.13)

総務部技術局＂［務課〈 1908.12.l:i) 

建婆係長：小野木孝治

弓削鹿治郎 (~1910.12.101

r --------9 
l 撫順炭坑上木課 1 

～ で・・一(191011. JI)廃止〉 [9 9 
：吸収i 1改組）＇ （］910.12.10〉 ! 

紀務部技術局建築課 0914.5.15〉 1....  --------→ 

課長：小野木孝治

総務部上務局建築課《1918.1.15〉

課長：小野木孝治

社長室建築課く1922.1.7〉

課長：小野木孝治

同代理：岡大路 (19Z2.IO.IO-)

地方部建築課〈1923.4.21〉

課長：岡大路（へI925 2. 25) 

青木菊治郎(~1931)6. 13) 

じ事部建築課《I9:lo.6. 14〉

課長：青木佑治郎

地方部工事課 (193181〉

課長：消水賢雄(~19:12, 7, 15) 

柏木茂(~19'.l7 4, l) 

｝し11」'，jさ）、良B1~ 1 9137, l l :I(1) 

鉄路紀向二務処工務科 {1933.3.1〉

牝築係宅任：狩谷忠麿

鉄路総局工務処」：務科 (1934〉

建築工事係主仔：山県嘉一

建築設計係t任：奥戸大蔵
臨時営繕係主打：近藤兵太

r-- --,  

＇鉄道部 1 
Lャー一ーJ

＇ 1（分離）
一＇

（分離）

（吸収）

（分離）

技術部大連建築事務所〈1919.11.27〉

所長：弓削鹿治郎

社長室大連姪築事務所（1922.1.7〉

所長：弓削鹿治郎

（吸収）

地方部大連工務出張所〈1923.4.21}

参事：高宮元三郎

地方部大連工務事務所〈1925.6. I} 

所長：高宮Jし三郎 (-1929.3.19) 

植木茂 (-1930.6.13)

工事部大連第二工事区事務所 (1930.6.14〉

所長：梢木茂

地方部大連上事事務所〈1931.8.1〉
所長：湯本三郎 (-1932.12.14)
鈴木正雄 (-1936.10.1)

原正五郎 (-1937.1.15)

太田宗太郎 (-1937.4.1)

島w吉郎 (-1937.10.31)
太田宗太郎 (-1937.11.30，兼任）

鉄道総局こ務局建哭叔 {1936.10.1〉

課長：鈴木iE雄(・・1937 4.30) 

長倉イヽ ．J:: (~ 1!)42.10.5) 
「野緑 (-1943.4.30)

----- --- ---- -- -(I ~37 11. 3(）廃止）

施設局建築課く19435.l〉

課長：平野緑 (-1943ぷ？）

！ぢりくイ＜ー一ム1}（1 9 •1 3. 8. 9) 

（吸収）
（吸収）

鉄道総局大連工事事務所〈1937.12.1〉

所長：太田宗太郎

(1938.9.18奉天鉄路局所'I'¥')

（出所） 1中i満洲鉄消株式会社編 1南満洲鉄道株式会~I 年史」 1919年／南満洲鉄道株式会社編「南満
沿鉄道株式会社第二次十年史J1928年／南満洲鉄道株式会社編「南満洲鉄道株式会社第三次十年

史j1938年／満鉄会編［南満洲鉄道株式会社第四次十年史J1986年／満鉄会監修「課級以上組織

機構並に人事異勲一覧表J龍渓書舎 1992年。

頃：） 1) 本1又ILi（出所）記載0)、文献及び平野緑氏・人肌いI.―.Iいの証言をもとに西澤泰彦が作成したa
2) く ）内は各組織の設，‘パJ.JII Iを示し，原則）“して社史記載の日付を）ilいた，；
:,) I )内の日付は各責ff者0)在任終了時期を小，I,,II付のなき者はその組織の存続時期まで

叩 f,'I|］はイ＜明を示す，>

4, A連工務出張面には所長職はなく．参事が責1f者。
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務に変更はなかった。

1919年11月27日に設立された大連建築事務所

は，それまで「本社建築課」が担,1{していた大

連地域における建築工事監理を主務とした組織

であり，その所員の多くはそれまで「本社建槃

課」に所属していた建築技術者であった。

この他，満鉄草創期の大連工事係 (1908~10

年），奉夭•長春・安東の各地方事務所に設け

られた建築係 (27~30年・ 31~37年），それらが

一時的に改組された奉天•長春・安束の各工事

区事務所 (30~31年），大連建築―中務所の後身で

ある大連___[務出張所 (23~25年），大連工務事務

所 (25~30年），大連第二上事lべ事務所 (30~31

年），大連T．事事務所 (31~37年），地方部解散

後の各地T．巾事務所 (37~45年），各鉄路局のエ

務処建築科 (36~45年）などは監理や補修を担

当する組織である。また，鞍山製鉄所建設のた

めに設けられた立llI臨時T^ 事係 (1917~18年）

や東京支社新社屋建設のために設けられた東東

支社臨時建築係 (27~:lO年および33~:l6年）もこ

0)ような組織である。

3. 建築活動を業務のひとつとする組織

ここに分類される組織は鉄逍部門傘下の組織

であり，保線係 (1907~20年），鉄道部の各___[務

市務所 (20~22年），鉄道事務所 (22~36年），鉄

道部保線課 (24~27年），奉天事務所鉄道課 (31

年）がそれらてある。いずれも鉄道の保線をt

務とした組織てあるが，表40)ように多数の建

築技術者が所属した。これは彼らが実際には単

に鉄道施設の修繕に携わるだけてなく，管轄lメ

域の鉄道附属地内の満鉄の諸施設の補修・改修

にも従巾しなければならず，多数の人員を必要

としたためである。したがって． 1923年以後，

各地に地方事務所が設けられた時， 多数の建築
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技術者が保線部門の後身である鉄道部工務課や

各鉄道事務所から異動しているのは（表4参照）．

保線部門所属の建築技術者の活動内容が反映さ

れたためである。

4. 建築活動を本来の業務としない組織

本来建築活動を業務としない組織でありなが

ら，実際には建築技術者が所属していた組織と

しては，南満洲工業学校 (1912~26年）と南満

洲工業専門学校 (22~46年）があった。南満洲

T業学校は満鉄が設立した工業学校であり，同

校を母体として設立された南満洲工業専門学校

は日本国内の閥等工業学校に相当する工学教育

機関であった。いずれにも建築科が設けられ．

建築教育が行なわれたが，現在とは異なり建築

教育を専門に行なう教官は少なく．建築家・建

築技術者が教壇に立つのが1::1常茶飯事であった。

また，築港事務所や地方部衛生課旧2)にも建築

技術者が所属していた。

5. 満鉄以外の組織

満鉄以外の組織としては．第一次世界大戦中

に日本軍が接収した山束鉄道を経営する山東鉄

道管理部・青島守備軍民政部鉄道部や四鄭鉄路

に「応聘者・予備員 J(it3)として満鉄所属の建築

技術者が出向していた。満鉄のf会社である東

亜上木企業 (1920~45年）などへの出向者が満

鉄を離れていたのとは異なり，彼らは，満鉄に

籍を置いたまま派遣されるかたちをとっていた。

以1このように多数の満鉄の組織に建槃家・建

葉技術者が所属したが，（3）に示した「建築活動

を業務のひとつとする組織」以外の組織は鉄道

の建設・経営とは関係の薄い組織であった。そ

して，「鉄道総局建第課」設立以前においては

建策家・建築技術者の大半が鉄逍部門以外の組

織に所属していた（表4参照）。そして満鉄に所
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南満洲鉄道株式会社の建築家

表 4 「本社建築課」等の所属建築技術者数の変遷 （単位：人）

年月日 本社建築課 大連事務所 地方事務所 保線係 鉄道 撫順炭坑 総局 建設局

1909. 3. 1 28 4 5 8 

1910. 4. 1 26 5 7 8 

1911. 4. l 29 15 7 

1913.11 15 35 31 6 

1914. 9. 1 37 31 7 

1915.9.10 29 36 -- 7 

1918. 2. 1 35 34 ， 
1919. 8. 1 52 45 12 

1920 8. 1 28 43 43 18 

1921. 8. l 30 51 58 21 

1922. 6. 1 3 0 49 58 18 

1923. 7. 1 41 22 40 ， 17 
1925. 8. 1 29 21 41 11 12 

1926. 7. 1 20 18 38 13 12 

1927 7. l 29 21 36 18 11 

1928、1.1 26 20 32 20 ll 

1929. 3. 1 28 23 35 19 ]2 

1930. 8. 1 27 23 *47 * 0 12 

1931. 9. 1 22 20 28 9 ~”~~ 14 19 

1933. 9. 1 27 1 6 27 6 17 3 7 

1934. 9. 1 24 23 29 ， 10 1 3 6 

1935.12. 1 28 1 3 25 7 16 19 10 

1937. 9. 1 27 14 18 

I 

15 30 8 

1940. 7. 1 40 ， 64 14 

（出所） 南満洲鉄道株式会社編『社員録』•『職員録』各年版。

（注） 1) （出所）記載の建築技術者（日給の雇員・傭人・傭員は除く）を示した。

2) '本社建築課」は本文で示した「本社建築係」「本社建築課」「本社工事課」に所属の建築技

術者数。

3) 大連事務所」は大連工事係・大連建築事務所・大連工務出張所・地方部大連工務事務所・

大連工事事務所・大連第二工事区事務所に所属した建第技術者数。

4) 「地方事務所j は各地地方屯務所に所属した建第技術者の合計数。ただし，＊印を付した

193(）年のみ地方部の奉犬・長春・安東工事区事務所所属の建築技術者の合計数。

5) 「保線係」は各保線係および各保線事務所所属の建築技術者の合計数。

6) 「鉄道」は鉄逍部工務課および各地鉄道事務所所属の建築技術者の合計数。＊印を付した

193(）年が 0 人なのは，全ての建築技術者が地方部にこの年のみ設けられた大連第ニ・奉天•長

春・安東工事区事務所に所属したため。

7) '撫順炭坑j （のち撫順炭繍）は撫順炭坑営繕課・土木課・エ務課・工事事務所所属の建築

技術者数。

8) 「総局」は鉄路総局」伯^ 務処工務課，鉄道総｝，，j工務局建薬課所属の建築技術者数。

9) 「建設局」は鉄逍建設J,,｝計画課所属の建悟技術者数。

10) ー印は該当組織がないことを示す。
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属した建築家・建築技術者の大半は人事異動に

よって複数の組織に所属した経歴を持っていた

（図6参照）か，これらの人事異動は，「本社建

築課」「本社工事課」の課長によって実質的に

決定されたこといiいからも，「本社建築課」「本

社工事課」が満鉄の建築組織の中枢であったこ

とがうかがえる。

により，建築家・建築技術者の大半は鉄道会社

に所属しながら，実際には鉄道関連施設だけで

なく満鉄の事業に合わせた多種多様な建築物の

設計監理を行なうこととなり，官庁や民間の建

築組織に所属した建築家・建築技術者と同様の

活動を行なうこととなった。

なお，「本社建築課」と他の日本政府および

民間建築組織の所属建築技術者の比較を表5に

ポした。これらの建築組織の職制は同一•ではな

いため止確な規模の比較は難しいが，同じく中

国東北地方の支配機関であった関東都督府（関

また，本社の大連移転から鉄道附属地撤廃に

至る30年間を通して建槃組織の中枢となった

「本社建築係 1 「本社建策課」「本社工事課」は

官庁と民間の建築組織の性格を併せ持ったこと
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表 5 I本社建築課と他の組織の建槃技術者数の比較

（単位：人）

組織名称
西暦年

1909 I 1911 I 1914 I 192411930 I 1937 

満鉄本社建築（工事）課（係）l 28 29 37 41 27 27 
満鉄鉄道総局建築課 30 

T、、喩 Y 喩ヽ YY喩喩 YY Y Y Y喩YY Y Y Y T V ̀  `  ̀ `  t v Y Y ? t t t t t w ̀ ”””””””””” `”””””””‘ 

大蔵省臨時建槃部（課） 83 I 85 I 44 

大蔵省（臨時）営紹（管財）局 78 I 116 I 127 

大蔵省臨時議院建築帰

台酒総腎府営繕課

朝鮮総腎府営繕課

関東都腎府営紐課＊

満洲国営繕術品局営繕処
` `  `”  ̀̀ ””` `  ` 

住友臨時建槃部 20 I 28 I 43 I 69 I 61 I ? 

（出所） 南満洲鉄追株式会社編『社員録』•『職員録』各年版／大蔵省

印刷局『職員録』各年版／満洲国国務院総務庁人事処編『満洲国

官吏録』康徳5年4月現在，9,住友修史室編 i住友職員録』各年版。

（注） 1） 満鉄は『社員録」I• 『職員録』記載の建槃技術者数 (11

給0)肝員・傭人・傭員は除く）， 1924年の瑣は1923年の数

値を代用。

2) 大蔵省・台柄総督府•朝鮮総督府•関東都腎府は l,1 本政府

の『職H録II 記載の技I]』・技手の合計数。満洲国営繕需品局

営紐処は技正・枝佐・技七の合計数。住友臨時建槃部は『住

友職員録．l,，i！載の建砲技術者数。
3) ? 1:IJは資料なし。

4) 1:|J I t,；亥―,rJ条ll象哉なし，9

5) ＊印（ ）内は関申都督府1A4木課所属建槃技術者数。

6) 職制の違いにより職員数による規模U)比較は難しい。
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束庁）の建築組織に比べて満鉄の建築組織がは

るかに大きかったことがわかる。これは周知の

ように満鉄の事業が関東都督府の事業に比べて

多様であり， 「本社建築課」等の建築組織がそ

れに対応して多数の建物の設計監理を行なって

いたことに起因している。

＼注l) 平野緑氏（元鉄道総局工務局建築課長，表6

参照）のご教ポによれば，この建築組織は満鉄社内では

「本社建築課」と呼はれ，社外でば舟とに「満鉄建築課」

と呼ばれていたC 本論では「鉄道総局建策課1 との混阿

を避けるために「本社建槃諜」と叫した。なお， 1921年

創I:ll()）満洲建築協会（大連）編集発行『満洲建築（協会）

雑誌』では，「満鉄建築課」「満鉄本社建業課j ［建策課」

という呼称を用いている。

(it2) 地方部衛牛課は公衆衛生や社員の保健に関す

る業務を行なう組織であり，社宅I])居什環境の向上など

I])業務を建築技術者がilじりした。

（注3) 南満洲鉄逍株式会社編『社i1録』大正4年9

月10日現在 305ペーシ／同編『社員録j 大1E7年2月

1 H現在 t75, 483ペーシ，）

（注4) 岡大路「小野木氏を偲ぶ」（『満洲建築協会雑

品』 13巻2号 1933年2月） 60~61ページ，および平野

緑氏のこ教ぷによる。

III 建築家・建築技術者の変遷と特徴

南満洲鉄道株式会社の建築家

地方における日本人建築家・建築技術者の中心

的存在であったこと，（4）}li時の日本の支配地域

を転々とした多彩な経歴を持つ建築家・建業技

術者が多数いたこと。以下，これら 4点を各項

ごとに論ずる。

1. 草創期の建築家・建築技術者

草創期においては，満鉄設立と同時に建築活

動を開始する必要に迫られていたため， H本国

内や台病の既存の建築組織から経験のある建築

家・建築技術者が集中的に集められた。「本社

建築係」の係長だけでなく第II節で記した多数

の満鉄の建築組織全体の実質的な貨任者には海

軍技師・台湾総督府技帥・陸軍技師を歴任した

小野木孝治国 l)が台湾総督府技師在官のまま就

き(i12)，小野木のドで実際の建築設計活動を統

括する役割を果たしたのが大蔵技師兼司法技師

在官のまま満鉄技師となった太田毅旧：いである。

また撫順炭坑の開発に伴う都市施設の建設のた

めに設けられた撫順炭坑営繕課長には，日銀本

店の新築l"．．事のために設けられた日本銀行建築

所技手，二直県技師・文部省嘱；；［技師・住友臨

時建築部技fなどを務めた弓削鹿治郎川いが就

いた。太田毅の下には住友臨時建築部にいた横

満鉄編集発行『社員録』・『職員録』を基に ｝！：謙介口5)や知恩院阿弥陀堂の新築I巾で建築

満鉄の建築組織の中でもその中心てあった 1• 本 現場(/)経験を積んだ巾田菊治郎川いがおり，ま

社建架係」「本社建策課｝「本社［：事課」に所属 た，小野木孝治は台洒総督府技師時期に自分の

した建築家・建架技術者を図6に，また， t要 卜にいた荒木栄.....(it 7)を満鉄に入社させ．太Ill

な建槃家・建築技術者の略歴を表6に示した。 毅は警視庁技fの吉田宗太郎げ8)をり1き抜いた。

これらから次の 4、点が明らかになる。 (1)建榮組 撫順炭坑営繕課では弓削鹿治郎が三菫県技帥時

織のが：削期には集中的に経験豊かな建築家・建 期に 1.9.1 分の下にいた森本常治(ii•9) を 4l き抜いて

策技術行か集められたこと，（2)1920~23年を境 いる。

t lにして建槃家・建築技術者の多くか人れ替わ このような技術者の,jI抜きが行なわれたのは，

っていること，（3）満鉄の建築家・建兜技術者が 建党の設叶活動が，設，it(100分の 1もしくは200

満鉄のが削期から満洲ll]成立時まての中国束北 分の 1秤度0)縮尺で平rni・吃面・断l面0)大体のか
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図 6 「本社建築係」「本社建築課」「本社工事課」に所属した建築家・建築技術者とその異動状況（その 1)

姓名（卒業校／年） 1907 10 l 5 20 25 30 35 40 45 姓

相賀兼介（東高エ・選／13) 相賀

青木菊治郎（東大／06)* 青木

青山邦―-（名高エ／19) 青山

秋本時太郎(?) 秋本

浅田繁男（澗エ／［9，名高エ／23) 浅田

芦沢不二男（東大／32) ．．．，芦沢

阿部次郎（？） 阿部

新井今四郎（？） 新井

新井隆四郎（東美／25) 新井

荒井善治（満エ／20，満専／25) 荒井

荒木栄一（無） 荒木

荒田義男（福岡／17) 荒田

有吉大蔵（福岡／07) ~... 有吉

安藤儀平（エ手／00) 安藤

飯田貞(?) ;／ 飯田

飯田徳三郎（エ手／95．東美・ 10) 飯田

池崎正富（エ手／09) 池崎

井田茂三郎（エ手／04) 井田

井手市吉郎（福岡／05) ヽ 井手

井上荒太郎（満エ／15) 井上

板橋龍生（旅順工大工専・機／22) 板橋

市田菊治郎（東大／06)* 市田

伊東録三郎（エ手／01) 伊東

伊東真美（東高エ／15) 伊東

居村正臣（満エ／18) 居村

今川仙之助（？） 今川

今林恒太郎（東大／28) 今林

出利葉喜一郎（福岡／14) 出利菓

岩崎吉太郎（満専／36) 岩崎

岩村安次(?) 岩村

植木茂（東大／14) 植木

樽井道亮（秋田／09) 薄井

内田鮭司（東高エ／16) 内田

浦上春季（エ手／10) 浦上

江崎八郎（名麻エ／19) 江崎

遠藤五十七郎(?) 遠藤

大泉ー（秋田/11，早大／16) 大泉

大岡房吉（？） 大岡

大迫静雄（熊本／19) 大迫

大沢熊吉（満エ／19，満専／26) 大沢

大谷弘（満エ／22，神高エ／25) 大谷

大塚精一.(?) 大塚

大旗正二（横高エ／34) 大旗

太田宗太郎(M.S. Co /23) * 太田
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南満洲鉄道株式会社の建築家

図6 「本社建築係」 1本社建築課J［本社工事課」に所属した建築家・建築技術者とその異動状況（その 2)

姓名（卒業校／年） 1907 10 15 20 25 30 35 40 45 姓

太田毅（東大／01)

岡大路（東大／12)

岡崎偵、-(?) 

岡田彦四郎（？）

緒方惟吉（神奈川／15)

小野小弥太（エ手／04)

小野武雄（エ手／02,Co/?) 

小野木孝治（東大／99)

尾花芳雄（旅順J：堂・機／19)

貝津丸秀雄（満 [/19)

籠田定憲（東麻［／II)

柏原義―^（渦 [/18)

春日兼＝^ 郎（？）

片岡亮二（満エ／17)

勝呂太郎 (l手／07)

狩谷忠麿（阜大／14)

川井忠定（秋田／14)

川井広肝（旅順工堂・機／14)

河津降 (R大専／？）

神田勇（偏岡／07)

北川官ーや（？）

木口鉄之助（無）

木村仙之助（？）

木村貞次郎（東高エ／21)

久保田係ー（東高エ／20)

黒滝祐雄（横高 [/33)

黒柳栄次郎（府倉・機／13)

桑名豊治郎（満エ／18)

高野内太平治（満[/20)

甲山敏夫（幅岡／33，横高エ／36)

古賀精敏（福岡／04)

小林広次（東高エ／13)

小林良治（東高T/22)

小宮房彦（エ手／00，同上／96)

権田亮（？）

近藤外登（エ手／06)

酒井武彦（満エ・機／21)

坂元基記（？）

坂本義信(?)

筒川新太郎（燕）

佐々木長太郎('?)

佐藤功（渦 [/20)

佐藤作蔵('?)
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L.... I -,,,,  

I 

J 

| 

| ...,..,1,,,....,.,.,..., 
I 

i ・ 
＇ 

―― I | 
.... I 

| : I 

： 
｝ 

I I 

I 
: I 
＇ 

● 9,19 

I 
l 、 I

• • I 
9, ＇ 

, ・ ・ I 

； 

...,,.. 1.......,.,......,.,,・

l 

← 
：＇ 

太田

岡

岡崎

岡田

緒方

小野

小野

小野木

尾花
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籠田
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春H

片岡

勝呂

狩谷

川井

川井

河津

神田

北/II

木口

木村

木村

久保w
黒滝

黒柳

桑名

晶野内

甲山

古賀

小林
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酒井

坂尤

坂本

符川
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佐藤
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図 6 1本社建築係」「本社建築課」「本社工事課」に所属した建築家・建業技術者とその異動状況（その 3)

姓名（卒業校／年） 1907 10 15 20 25 30 35 40 45 姓

佐藤朝光（？） 佐藤
塩田信彦（エ手／21) 塩田
柴田正（静岡工専／？） 柴田
志摩安ー（満専／35) 志摩
島田吉郎（エ手／05) 島田
東海林大象（？） 東海林
白石喜平（福岡／12，陸砲I/?) 白石
菅野健太郎（？） 菅野
杉江貞吉（満エ／23) 杉江
杉野謙三（秋田／II) 杉野
杉山勇一郎（エ手／06) 杉[II
鈴木順三（東大／19) 鈴木
鈴木保（満専／34) 鈴木

鈴木正雄（東高エ／II) 鈴木

清家正就（東高エ／10) 清家

関栄太郎(?) 関
関四郎（満エ／16) 関
千本隆一（早大／16) 千本

園田政治郎（満エ／16) 園田

曽村福夫（早大／27) 曽村
高岩静（エ手／00) 高岩

高棄勉• （東高エ／13) 科梨

高野勇二（満エ／23) 高野

高橋金太郎（？） 高橋

高橋幸男（熊本／02) 高橋

高松丈夫（東高エ／17) 晶松

高宮元三郎（東大／13) 高宮

竹村武五郎（？） 竹村

田島勝雄（浜松／26, 田島

田中元ー（佐賀・木／01) 田中

田中龍助（？） 田中

田原峻（名高エ／20) 田原

辻信吉（エ手／18) 辻

寺真正成（？） 寺真

徳島一郎(?) 徳島

豊増秀雄（満エ／21) 豊増

中尾熊次（東高E機／07) 中尾

中川義長（東高エ・エ図／06) 中川

中北数次郎（？） 中北

中沢潔（東高[/19) 中沢

中沢利＾良（阜大／30) 中沢

中島伊吉（熊本／16) 中島

中野外登（無） 中野
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南満洲鉄道株式会社の建築家

図6 「本社建策係」「本社建槃課」「本社工事課」に所属した建築家・建築技術者とその異動状況（その 4)

姓名（卒業校／年） 1907 10 15 20 25 30 35 40 45 姓

中野三都二（満エ／17) 中野

中牟田三次郎（幅岡／11) 中牟田

中村功(?) 中村

長尾義雄(?) ．．．，長尾

J文倉不二夫（東大／21) 長倉

長沢昌(?) 長沢

長島延衛（？） 長島

長野 守（覇エ・機／22，旅順工大工 長野

長広勧ー（東高エ／16) 長広

西尾東(?) 西尾

西郡保男（東高エ／13) 西郡

西野孝造（？） 西野

西野作助（秋田／13) 西野

野崎慎一(?) 野崎

野尻栄（満専／26) 野尻

野手悌士（東大・機／27) 野手

萩原松市（佐賀・木／02)* 萩原

間善作（満専・機／35) 間

林卓郎（東高エ／17) 林

浜田陽之助（エ手／15) 浜田

原正五郎（東高エ／16) 原

東沢閑夫（旅順工堂・機／16) 東沢

樋口彦文（エ手／18,早大・聴／24) 樋口

檜山憲太郎（エ手／98) 檜山

平沢儀平（エ手／00) 平沢

平野緑（京大／24) 平野

広沢兼次郎（京大•土／09) 広沢

幅井隆（満専／33) 福井

福閾清蔵（？） 福岡

福島平助(?) 福島

福永茂（？） 福永

藤井武夫（東大／29) 藤井

藤村国一（？） 藤村

古／"長市（東高エ・選／09) 古川

卜蔵淳良（満専／29) 卜蔵

堀谷（旧姓石川）平作 堀谷

前田立ー(?) 前田

馬杉清兵衛('?) 馬杉

益子高之介（エ手／24,H 益子

益田秀人（満エ／21) 益田

松島泰(?)
．，．，松島

松田昌平（名科「:/11)
松田

間山芳男（？）
間山
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図 6 「本社建築係」「本社建築諜」 1本社工事課」に所属した建築家・建策技術者とその異動状況（その 5)

姓名（卒業校／年） l 90 7 I O 15 20 25 30 35 40 45 姓

三沢薫（？）

三島政和（？）

三田昇之助（東高エ教／05)

三橋健児（旅順工大工専・機／24)

遭辰五郎(?) I 
芝宅恒三郎（広島／05) I 

三宅秀吉（広島／10)

宮川久吉（東工科／11)

森修(?)

森常太郎（エ手／16)

森精（？）

森川善雄（旅順工大工専・機／23)

安井武雄（東大／10)
I 

楊河正滓（満専／28)

柳沢金次郎（エ手／07)

柳田信吉（東大／34)

柳本直人（東大・機舶／12)

山岡博（満エ／19，満専／25)

山県嘉一，（エ手／13)

山崎源逸（エ手／Ol)

山城竹次（京高芸・図／21)

山田俊男（満専／31)

山田隆一郎（満[/20)

弓削鹿治郎（エ手／90)

弓沢重明（？）

湯本三郎（京大・f:／19)
横井謙介（東大／05)

吉田一時（？）

吉田宗太郎（エ手／05)* 
吉田伴壮（福岡／II)

吉田松市（佐賀•木／02)* 
吉村利喜太郎（エ手・機／09)

吉本長太郎（無）

吉峰嘉吉（エ手・別／03)

李天承（京城高I/32)

若林若次（エ手／04)

和田喜蔵（エ手／06） ←一
渡辺惣一郎（エ手／20．満専／29)'

渡辺綱太郎（秋田／14)

藁科浅吉（東大・機／21)
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南満洲鉄道株式会社の建築家

（出所） 南満洲鉄道株式会社編『社員録j・『職員録』 1909• 1910 • 1911 • 1913 • 1914 • 1915 • 1918 • 

1919 • 1920 • 1921 • 1922 • 1923 • 1925 • 1926 • 1927 • 1928 • 1929 • 1930 • 1931 • 1933 • 1934 • 

1935 • 1937 • 1940年版／笠原益恵編『満鉄の事業と人物』満蒙産業研究所 1922年 135~472ペー

ジ／建婆学会編『建築学会会員住所姓名録』 1907• 1908 • 1909 • 1910 • 1911 • 1912 • 1913 • 1914 • 

1915 • 1916 • 1919 • 1920 • 1923 • 1925 • 1926 • 1927 • 1929 • 1930 • 1931 • 1932 • 1934 • 1940 • 

1941 • 1942 • 1943年版／満洲建策協会 I満洲建築協会雑誌』• I満洲建築雑誌』各号掲載の会員動静

記事。

（注） 1) 本図は（出所）記載の満鉄『社員録』・『職員録』を基に不明部分を（出所）記載の他の資料

および平野緑氏・大旗正二氏の証言で補いながら西澤泰彦が作成した。

2) 本図には「本社建築係」「本社建築課」「本社工事課J所属の全ての建築家・建築技術者と「本

社建築課J所属の機械技術者および士木技術者を収録した。記載順は五十音順を原則とした。嘱

託社員・日給0)雇員・傭人・傭員は除いた。 1941年以後については不明な部分もある。

3) 卒業校の略称は次のとおり。東大：東京帝国大学，京大：京都帝国大学，早大：早稲田大学，

Co:アメリカ・コロンビア大学，東工大：東京工業大学，東高丁．：東京高等工薬学校，東高エ

教：東京高等工業学校付設教員蓑成所，名高エ：名古屋高等工業学校，横高エ；横浜高等工業学

校，神高エ：神戸高等上架学校，東城高エ：点城高等工業学校，東芙：東京芙術学校，京高芸：

点都高等工芸学校，旅順工常；旅順工学堂，旅順丁．大工専：旅順上科大学付屈丁．学専門部，満

専：南満洲工業専門学校， l」大専：日本大学専門部工科，日大高エ：日本大学高等工学校，エ

手；エ手学校，秋田：秋田工業学校，東工科：東京工科学校，東工専修：東京工科専修学校，岩

倉：岩倉鉄道学校，神奈川：神奈川県立工業学校，静岡工専：静岡工業専修学校，浜松；浜松工

業学校，広島：広島職工学校及び広島工業学校，福岡：福岡工業学校，佐賀：佐賀工業学校，能

本：熊本工業学校，満工：南満洲工業学校，無；建築の専門教育を受けていない者，？ ：不詳。

4) 学科の略称は次のとおり。木：木」こ科，土：土木（工学）科，（エ）図： （工業）図案科，

機；機械（エ学）科，機舶：機械工学科舶用機関学修了，学科名の記載なき場合は，建築（学）

科よたは造家学科をポす。

5) 課程の略称は次のとおり。別；別科修了，選；選科修了，M.S. : Master of Science，聴：聴

講。

6) 卒業年は西暦年の下 2桁。

7) 所属組織の凡例は次のとおり。なお，複数の組織を兼務している場合は本務の所属を示した。

一； 「本社建槃係l「本社建築課1［本社工事課」
ー：撫順炭坑営紐課・同土木課・同工務事務所・同工事事務1叶

..,...,...：鉄路総局工務科・鉄道建設局計画課・鉄逍総局建栗課・施設局建築課

---：その他の本社組織・その他の鉄道総局傘下組織・鞍山製鉄所

…：東京支社・京城管理局・山東鉄道・村長鉄路・四鄭鉄路・南満洲工業（専門）学校・

満鉄関述会社。

8) ＊印を付した人物について。市田菊治郎は1925年青木に改がI,,古田宗太郎は1915年太田に改

姓，吉田松市は1914年萩原に改姓している。
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表 6 満鉄所属下要建築家・建築技術者の略歴

氏名［生年～没年］ （卒業校，，年） 略歴（数字は西暦年月）

小野木孝治
[1874-1932] 
（東大 1899) 

弓削鹿治郎
[1870-1958] 
（エ手・/ l校）（））

太田毅
[1876~1911J 
（東大 1901) 

横井謙介
[1880--1942] 
（東大 1905) 
....・・・・・・・・・・・ ．． 

市田（古木）菊治郎
[1880~ 19631 
（東大 ］906) 

1899. 8．海軍技師（呉鎮守府勤務）。 1902.1．文部省嘱託。 1902.JO．台湾総督府嘱託。 190:l.
5．同府技師。 1906.5．同府技師兼陸軍技師。 1907.3．陸軍技師免官。 1907.4．台湾総督府技
帥在官のまま満鉄人社（本社建築係」心）。 1913.12．台湾総督府技師免官。 1914.5．満鉄本社
建築課長ウ 1922.2．大連市議。 1923.4．満鉄退社。 1923.11．小野木横井市田共同建築事務所
（大連）開設。 193(）． 12．共同魏築事務所解散。 19:12.12．大述にて逝去。

1888. 6.日本七木入社。 1890.9. El本銀行建築所技手。 1896.1．大阪土木人社。 1896.10.中
国鉄迅人社。 1898.12．住友本店入社（営繕係勤務）。 1901.6.日銀本店嘱託。 1902.6．門司
倶楽部工事監督。 1903.12．二直県嘱託。 1904．文部省嘱託。 1908.2．満鉄人社（撫順炭坑営
繕課J-.;:）。 1919.ll．満鉄大連建築事務所長。 1923.4．満鉄退社，帰国。

1901. 7．司法技師。 1905.3．臨時煙草製造準備局技師兼司法技師。 1905.9．大蔵技師兼司法
技師。 1907.1．大蔵技師兼司法技師在官のまま満鉄入社。 1910.8．病気療餐0)ため帰国。
1911. 7.東京にて逝去。
` ｀”`”””` ` ̀  ｀ ̀  ̀ ̀ ｀ ̀”̀ ` ̀ ` ̀””̀ ` ｀ ̀  ̀ ` ` ―  ̀̀  ｀ ̀  ̀ ̀ V喩喩ヽ喩喩 喩喩喩喩喩喩喩喩喩喩喩喩喩 t喩喩喩喩喩一

1905．住友本店人社（臨時建策部勤務）。 1907.3．満鉄入社（大連工事係長）。 1920.6．満鉄
退社，横井建党事務所（大連）開設。 1923.11．小野木横井市田共同建築市務所開設。
19:JO. 12．共l，il建哭事務所解散。 1931.1．横井建築事務所再開。 I912. 1.大連にて逝去99

1906. 7.知恩院（｝；（都）阿弥陀堂新築現場。 1907.3.満鉄人社。 192(J.3.満鉄退社，大連建
噛」：会長。 1923.11．小野木横井市m共同建策市務所開設。 1925.2．満鉄再人社（本社建哭
課長）。］!Ul.8.満鉄退社。 19:l:l.11.満洲国総務庁嘱北， 194:!.5．杏湘総督府改修増築のた
め香港に赴<., 1946．帰国。

安井式雄 r1884 - 1 1,no. 111. 8.満鉄入社，←， 1919．満鉄退社，帰国，片岡建築事務所（大阪）入I1凡 l(）24.4．大阪

悶62↑-` 8(）i;1J闊闊闊摩凸塁・ご闊認雷娼虞鸞誓悶o_L党専門学校教授。 1933.4.
19551 （東大 ］91(）)に安井建築事務所開設0 19:14.この頃満鉄東求支社新築設計。 1936.5．満鉄東点支社竣工

高出元二郎
[ 1 885~ ？ | 
（東大 191:l) 

柏木茂
『?～, l 
（東大・ 1914)
・~ -t ~ ~ 

狩谷忠麿 I1888~ 
?l （早大 lり］4)
””-•、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

太田字太郎
[ I 8 85,-、1959 1 
(]寸- l(、）113,
M. s. (：o l !）2 ]） 

相賀柑介
i l 889、̀、1945]
（中麻 t:.選
1913) 

鈴木正雄
[1889'-19721 
（東がi:I: 1 9 l l) 

平野緑
[ 189!1、 I
（京大 ］！!24) 

1913. 8．志水糾（名占犀）人社0 1916. !i.背島守備軍市政署0 1917. 1(）．同軍民政部0 1919. 
同軍民政部鉄消技-r..1920. 1．同軍民政部技師兼鉄道技師。 1920.5同軍民政部鉄瑣技師。
1')20. 12. f,';]軍民政部技師。 192:l.］．免官。 1923.3．満鉄人社。 192G.6．満鉄大連工務事務所
k,, 1り2り．満鉄退社，帰国。 19:l]．合酒屯力（台北）人社。 1934.J/谷川組（大連）入社。
19:19．大連汽船入社。 194(）．満洲車輛（大連）人社，9

.................,---. 

l(）13．肖島守備市経理部。 1918．満鉄入社。 192(）．満鉄京城管理同。 1925.1．朝鮮総督府鉄珀
技師。 1925.!i.満鉄円入社。 1929.3．満鉄大連上務事務所・長。 1932.4．満鉄本fI二こ事課長c
19:17. 4.満鉄退付， ・時帰f:b:L,1937. 12.束亜t木企業（奉天）顧問。

1911.満鉄人やl.o1919．満鉄退rt噌釈f谷建築弔務所（大連）開設。 1926.満鉄再人社。 l<J:n.
:1.満鉄鉄路総局建築係t任。 1(）39．泌洲不動産（大連）人社n

．．．・ • --
l !)（ 15．瞥視 ii• 技 J―。 l(9) （） 7. 3. n甜鉄人ネI:。1910.8. 満鉄退 H•。 1910.9.. / ¥}ンビア大学f科入
学。 1913.9. I991人学il澤科人学(', 1917. 6．同大学卒兄 l921.9．向入学大学院修に成紹紺
秀~にブき 1 年間欧州留学。 I924. l．小野木横井市田共Iiil建策事務所人所。 1929.4．満鉄再人
付 C 1937. l．泌欽欠吐J：市事務所K、,19:37.4.満鉄本社1?fi課J迄， 1937.12．満鉄大連エ；位¥
務所K。1938.9. 満鉄北支事務局建咆課艮， 19:~9. 4．華北交通工務局建築課Jふ 1941.4．華
北交刑退H. 1~木組（奉火）人社。 194:i. 1.上木糾退社。 1948.帰国，9

9、 - -“““‘‘“ 
IY07. 1. i,l:i鉄人社，， 1911.4.束り耀訳りr.梨学校建築科選科人学，， 191:l.:11,,J修 J'。1(）13.1．満
鉄復婦0 1920, 3,満鉄退礼， l'J'.20.6．横井建架事務所（大it) 人／ii,,1925．満鉄再人社。
1932. 8.満鉄退礼， 1932.9.満洲国国都建設）i建第科Jふ， 19:n.:1.満洲11]総務I‘r需川処常紐
科J,;:,,1935. 11 ．満洲 l吋営繕需品）ぷ況紹処設，；十科長兼 l)¥科1ふ 19:l~. 7.満洲囚辞官，満鉄
内入社（奉火lりいい務所長）。 1941．満鉄退社，東亜十．木入ft，第。住宅会ft代表。 1942.1. 
杏湛総督府嘱，出。 194：・i．福高組（大連）人社（建築部j亡）。 1945.2.、屈国，別府にて逝J;。
―̀ `  `  ` 9 9 9 9 9 9 9 ̀”̀”.9 9 9 • ● ⇔“‘‘““‘“‘‘‘‘し、し、、“← - -““““““.“““今““し｀

l(il l. 4．満欽人Ho l'l:l2. 12.満鉄大i世lム-'¥’μ務所J文，， 19:J6.1(）．満鉄鉄逍総/,,｝建槃課長。
1937. 3．満鉄退fl, I后爾濱高守I―業学校Jも， l!l:18.1.恰紺濱 l邁．業大学長。

lり24.4.満鉄人礼． 1931.2．満鉄屯京支社臨時建築係j乏。 1936.:i. 満鉄人しし［事市務所建槃•
係卜。 19:lH.I(）．幽鉄以礼， 1938.ll．束辺道開発会社人fl.（建槃課長） 0 1941.9.！如刀迅開発
公社退ヤl.，満鉄再人t1→9, 1(）、12.l(）．満鉄鉄姐総1,,｝建槃課長0 1946. 9.帰「叫

（出所） 本文第lll節（注 1) （注 2) （ti: 3) （ti: 4) （注20) （注31) （注32) （注33) (i:U5) （注:36)

（注37) （注38) に同じoI}削鹿沿郎につtiては＿：車大学菅原詳一助教授のご教示による。｛は宮元

三郎と植木茂については堀勇良氏のこ｀教ホによる。太［I]家太郎につし iては太田淳氏のご教示によ

る。鈴木JI:雄については鈴木保氏のご教，ドに］、る。
（注） 1) ［生年～没年］の？印はイヽ詳事判しただし‘r野緑以外は全員物故者。
2) 卒榮校(j)略称は図 6と1,i]じQ

3) 略歴中の西肝年のみの1}項は Jl が不詳。 1945年以後の略歴は•部行略した。
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たちと寸法や材料を決定する作業）・製図（詳細な部

分の決定を行ない図面を作成する作業）・転写（作

成された多数の図面をAlサイズ程度の特定の大

きさの和紙にレイアウトしながら累人れする作業）

という 3段階を経る中で，特に設計・製図を担

当する両者の間に十分な意思の疎通が保持され

なければ円滑で迅速な活動が不可能であったこ

とに由来している。小野木孝治・太田毅・弓削

鹿治郎がそれぞれ各人のFで製図を担門した経

験を有する荒木栄一•吉田宗太郎・森本常治を

引き抜いたのは小野木と荒木，太田と吉田， fj

削と森本のそれそれの間に十分な意思0)疎通が

保障されていたからであり，創設と同時に活動

を開始しなければならなかった満鉄の建築組織

にとって，このような技術者の引抜きは必要で

あり，行効であった。

1907~ 10年という満鉄の草創期においてその

建築設計活動を実質的に統括していたのは太田

毅である。中国・遼寧省梢案館所蔵の満鉄関係

文書にふ 1907~10年すなわち満鉄創立時期の

多数の建槃図面が含まれているが国］（）），それら

に記載された図面表題にはいずれも［設計」も

しくはそれに相当する欄に太田毅の薯名が記さ

れてし)る,）

たとえは，奉天駅前に建てられた満鉄奉天

貸事務所 0912年竣l;)の最初の設計図面の表

題国1]）には，

検壺 T. Ohota 

製図吉田’ぷ太郎

転写西野作助

四 l-．二年十` Jl

と記されている, "T. Ohota’'は太田毅であり，

占田宗太郎が製図を行ない，転写作業を西野作

助が行ない，太田がそれを検介したことになる

南満洲鉄道株式会社の建築家

が，氏名の記載順から明らかなように設計の責

任者は太田毅である。実際にはこの設計案は修

正されて建物が建てられたが，その修正案を示

した設計図面の表題(i-El2)には．

ARCHITECT T. Ohota 

DRAWING Y. Sugiyama 

TRACED 

Date 

M. Usui 

25/8/43 

と記人されている。 “T. Ohota’' は太田毅，

"Y. Sugiyama"は杉山勇一郎， “M. Usui’'は

薄井道亮のことであるが， この表題によれば満

鉄奉天貸事務所の設叶は太田毅が担：りし，実際

の製図を杉山勇一郎が行ない，図面の転写を薄

井道亮が行なったことになる。

また，大連医院撫順出張所 (1911年竣―no) 
没計図面表題(ii]3)には，

ARCHITECT 太田毅

DRAWING BY K. lchida 

TRACED BY T. Miyake 

CHECKED BY K. lchida 

Date 16/6/43 

と記人されている。 “K.Ichida’'はIhfI1菊治郎，

"T. Miyake’'は当時まだ雇員であった三宅恒三

郎のことであるが， “CHECKED BY K. Ichi-

da"と記されているように，前2例に比べて図

面作成を行なったrli田菊治郎の責任が強いもの

となっている。これは市田菊治郎が当時はなお

若年ながらも，他の技術者と異なり建築の高等

教育を受けた人物であったためであると推察さ

れる。

この他．満鉄れfill期の主要な建築技術者の界

動をみると，檜山憲太郎は司法省技手から満鉄

に転しりil1)，山崎源逸と高府静は1}削鹿治郎と

同時期に仕友臨時建築部に所属し (iUo)，高岩は
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関東都督府土木課技手を経て 1iU6）満鉄に人社し，

占本長太郎と関栄太郎は野戦鉄道提坪部建築班

から満鉄に転じている ';t]7)。またJt田茂三郎は

営口軍政署から清国の地方機関である営口道台

に出向した後ぽl8)，満鉄に人社している。

さらに，満鉄草創期の建築技術者の卒業校を

みると当時数少ない建築の高等教育機関であっ

た東京帝国大学・東京高等工業学校・名古屋翡

等工業学校やすでに多数の卒業生を送り出して

いたエ手学校出身者が多いのは背然であるとし

ても，秋田・山形・神奈川・広島•福岡・佐賀

・熊本の各工業学校いil!＂出身者かいることは，

満鉄が全国的な規模て広く建築技術者を集めた

ことの現われである。なお． 1910年の安井武雄

の人社によって―本社建築係」には 5人（小野

木孝治・太田毅・横井謙介・市田菊治郎・安井武

雄） U）工学士が所属した。これはこの時期の日

本の民間建築組織としては辰野葛西事務所 (1祈

属上学士7人）に次ぐ［学士数であり (il:21)）．そ

れが1910年背時の日本において建築学を専攻し

た工学士総数 (155人）の約3ぷに相廿すること

にも，満鉄かその草創期に集中的に建染技術者

を集めたことがうかがえる。

ところで．日本政府は満鉄の設立に際してそ

の職員確保のためにH本政府の行吏か在官のま

ま満鉄に人社できる制度を1906年8月3日付勅

令第 209号で定めた（）この勅令は， H露戦争中

に日本が韓国を保護国化したことに伴う日本人

官吏の韓国政府組織への大量採用のために公布

された在職官吏に関する1904年勅令第 195号を

準用したもので．小野木孝治や太田毅が在官の

まま満鉄職員となったのはこの規定か適用され

たためである。

また，建築組織の貞仕者にはlnlじく植民地支

44 

配機関であった台湾総督府で多数の地方庁舎な

どを設計した小野木孝治(it21)が選ばれた。これ

は台湾総督府民政長官として小野木の上司であ

り，初代の満鉄総裁となって日露戦争後の中国

東北地方支配に大きな影響を与えた後藤新平

が台湾における小野木の業績を評価し，満鉄

設立に当たって自ら人選したものであるといわ

れ国22)，満鉄自体が植民地支配機関としての性

格を有していたためである。台湾においてすで

に日本人以外の多数の労働者が工事に従事する

建築現場の監理を経験した小野木を満鉄の建築

組織の責任者に選んだこの人選は，台湾と同様

にl」本人以外の多数の労働者が働く建築現場を

持つ満鉄にとって有効なものであった。後に，

「本社工事課」に所属して中国東北地方で25年

近く建築活動に従事した相賀兼介か，満洲国の

成立に伴ってその建築組織の最初の主任に転出

したことい1°2:i)は，小野木孝治の事例と同様であ

ると考えてよいであろう。後に「本社工事課」

長に就く植木茂や大連工務事務所長に就く高宮

ブじこ郎も第一次世界大戦中の青島で日本軍が設

立した青島軍政署や青島守備軍民政部で活動し

た後に満鉄に入社しており (it24)，これも小野木

の事例と同様に満鉄にとって必要であり有効で

あった0

なお，日露戦争中に日本軍が接収した鉄道の

行理は野戦鉄道提理部が行なった。このため，

満鉄栢削期の鉄道建設事業に従事したt木技術

者の中には野戦鉄道提理部在官中に，あるいは

野戦鉄道提理部の解散に伴って満鉄に移籍した

者も多い(il:25)が，建築技術者にはこのような事

例は少なし,lil:26)。だだし，この1点囚はイ＜叫であ

る¥)

卒削期におけるこのような経験既貨な建築家
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・建築技術者の集中的な採用は，大連を中心と

した中国束北地方において，民間の建業設計を

業務とする建槃事務所の設立を阻むものとなっ

た。すなわち．満鉄には関係のない建築物の設

計が満鉄の建築組織に委嘱されたり，あるいは

満鉄の建築組織に所属した建築家・建婆技術者

に個人的に依頼される事態が起きた。たとえば，

大連税関では税関庁舎だけでなく正副税関長官

舎や職員宿舎の設計を満鉄に依頼しば．27)，横浜

正金銀行は大連支店の新築設計と監理を太田毅

に依頼している iit28)。独自に建築組織を有して

いた関東都督府(it29)でさえ大連小学校の設計を

小野木孝治に委託している⑲30)。1912年朝鮮半

島で最初に民間建築事務所を京城（ソウル）に

開いた中村典資平(il31)は17年に大連に出張所を

開設したが，設計の仕事が少なくその業績不振

を補うために工事部を設立して施工請負を始め

ざるを得なかった。中村は後に当時を回顧して
ママ

r満洲に於いては建築設計は多は満鉄の人々が内

職にするので．建築事務所としては発展の見込

みなきことをさとり，設計請負を初めた」 (it32)

と記している。そして，民間の建築家が業績不

振であったのを尻目に，多数のl]且青負業者が

大連を中心に業績を仲ばしたのは，弔に満鉄が

多大な建設投資を行なったことに起因している

のではなく，満鉄に経験豊富な建築家・建婆技

術者が集中していたことと，満鉄が施工組織を

有しなかったことのためである。

2. 1920年代初頭の建築家・建築技術者の

交替

満鉄は第一次世界大戦直後のイ洛況の影響を受

け， 1920年には約2割の社員削減を行なった(i:I:33)

のをはじめとして， 23年4月に行なわれた大規

模な人巾異動までに幹部・中堅職員の勧奨退職

南満洲鉄道株式会社の建業家

を行なっている (it34)。これは，満鉄の経営状況

の悪化によるものである。「本社建築課」では，

1919年には安井武雄や檜山憲太郎などが， 20年

には横井謙介や市田菊治郎などが退職し， 23年

0)人事異動ではそれまで建築組織の責任者であ

った小野木孝治をはじめ小野武雄や弓削鹿治郎

が退職した。

このような小野木孝治をはじめとする経験豊

富な建築家・技術者の退社は．建築組織の力景

の低下を招き，満鉄の建築組織が中国東北地方

おいて有した影響力を相対的に減少させた。特

に1923年11月19H．既に満鉄を退社していた小

野木孝治・横井謙介・市田菊治郎の3人が大連

に小野木横井市田共同建築事務所（通称「共同

建築事務所」）を設立した（注35)ことは，満鉄の建

槃組織の影響JJの低下を決定づけた。さらに満

鉄は1924年5月8日の重役会議において，それ

まで草創期に例外的にしか行なわなかった満鉄

施設の建築設計業務の社外委託（注36)を24年度に

限って試行することを決定し叶37)，翌年2月24

日の籠役会議で25年度から必要に応じて社外委

託を行なうことを決定したげ38)が，これは満鉄

の建築組織の力撻の相対的な低下を裏付けてい

る＜，そして．この時期．本来ならば「本社建築

課」が設計すべき建物のうち，奉天中学校寄宿

舎，奉天教育専門学校講堂，撫順医院，四平街

社宅などが共同建築事務所の設計監理で建設さ

れ旧．:l9)．撫順医院伝染病棟，大石橋医院が宗像

建槃事務所によって設計された旧40)0

3. 中国東北地方の中心的存在であった建築

家・建築技術者

満鉄の建築家・建築技術者は，民間の建築事

務所が成立し難い状況であった満鉄の草創期か

ら民間の建槃事務所が徐々に増えていった1920
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年代を経て満洲国成立に至る四半世紀の中国東

北地方において，そこで活動していた日本人建

築家・建築技術者の中心的存在であった。これ

は次のことに現われている。 (1)満鉄の建築家・

建築技術者が満鉄以外の建築物の設計の依頼を

受けていたこと，（2）満鉄の建築家・建築技術者

を中心として1920年に満洲建築協会が設立され

たこと。

(1)については，本節第 1項の最後で記したよ

うに，特に草創期における経験豊富な建築家・

建業技術者の集中的な満鉄人社によって，満鉄

以外の建築物の設計が満鉄の建築家・建築技術

者に依頼されるようになったことである。また，

1920年代には民間の建槃事務所が徐々に増えて

いく中でも，この時期に大連で行なわれた建築

設計競技て満鉄の建築技術者が軒並み 1等を獲

得したこと叶41)，低層集合住宅（大連近江町社

宅）や中層集合住宅（関東館・南山寮），最新式

の結核療養病院（南満洲保養院），東京駅に先行

していたホテル併設駅舎（奉天駅），乗降客の動

きを吃体的に分離した駅舎（大連駅），客船に直

接乗り込める船客待合所（大連埠頭船客待合所）

などの新しい試みが日本国内の建築に比べても

先行していたこと，主要な建築材料であった煉

瓦0)寸法・品質の規格化・標準化を行なったこ

と(1142)，を合わせて号えれば，満鉄の建築家・

建築技術者の能力が中国東北地方の日本人建築

家・建築技術者の間で相対的に高いものであっ

たことをホしており，民間の建築事務所が成立

し難い状況であった1910年代だけでなく， 20年

代に人って民間の建築事務所が徐々に増えてい

く状況のFでも，彼らか中国東北地方の日本人

建築家・建築技術者の中心的役割を果たす要件

を備えていた 3
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そして，（2）の満洲建築協会の設立は，満鉄の

建築家・建築技術者が中国束北地方における日

本人建築家・建築技術者の中心的存在であるこ

とを内外に示したものであった。満洲建築協会

は，建築家・建築技術者を主体とし，請負業者

も参加した建築関係者の団体であり，日本人建

築家を主体とした団体としては，建築学会（東

京），全国建築七会（東京），関西建築協会（大

阪）に次いで古く，日本の支配地域では最初の

団体であった。この団体の設立によって中国東

北地方における日本人建築家・建築技術者が組

織化された。 1921年からは月刊誌『満洲建築協

会雑誌』 (1934年『満洲建築雑誌』に改題）を発行

し，建築関係の情報の乏しかった中国東北地方

の1::1本人建築家・建築技術者に情報を提供した。

『満洲建築協会雑誌』は毎号その誌上で中国東

北地方における日本人建築家の建築作品を紹介

し．また中国東北地方における建築の設計・監

理・施エ・構造・材料に関する論説記事を掲載

したが，紹介された建築作品の多くは満鉄の建

物であり，論説記事の執筆者の多くは満鉄の建

築家・建築技術者であったことにより．満鉄の

建築家・建築技術者が他の日本人建築家・建築

技術者に対する影響力を持つことになり，彼ら

が中国東北地方における日本人建築家・建築技

術者の中心的存在となった。

4. 「植民地建築家」としての満鉄の建築

家・建築技術者

満鉄の主要な建築家・建染技術者の略歴（表

6) や草創期の満鉄に所属した建築家・建築技

術者の経歴を調べてみると，彼らの多くは単に

満鉄に所属して活動しただけではなく，満鉄に

所属する前あるいは後にも 1::1本の支配地域に拠

点を憤いて建築活動を展開していた建築家・建
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築技術者であった。

たとえば，満鉄の建築組織の草創から16年間

にわたってその責任者となった小野木孝治は既

述のように台湾総督府技師を兼任のまま満鉄に

入社したが，彼は満鉄退社後も大連で小野木横

井市田共同建築事務所を開設し多数の商業建築

を設計したりI-43)。小野木よりも先に満鉄を退社

した横井謙介はその後共同建槃事務所時代を含

めて22年間にわたり大連で民間建築事務所を主

宰し大連を代表する建築家となった⑪1••I)。市田

（青木）菊治郎は，いったんは小野木孝治・横井

謙介とともに共同建築事務所を主宰した後，再

び満鉄に復帰して「本社建築課」長となり，さ

らに満鉄退社後は満洲国政府から建築組織の顧

問として総務庁需用処嘱託を命ぜられ，初期の

満洲国政府建築組織の活動に対して助言を行な

った(i「4丸小野木の後を継いで「本社建婆課」

長になった岡大路は退任後は南満洲工業専門学

校教授・校長を歴任しながら建築評論活動を続

けたが， 1942年には満洲国建築局長となって敗

戦を迎えた旧461。付木菊治郎の後を継いで建築

組織の貨任者となった植木茂は第一次世界大戦

中の青島で活動した後に朝鮮総督府鉄道部の技

帥となり，満鉄に人社した。植木は満鉄退社後，

一時は日本に帰国したが1937年12月には再び大

連に渡り満鉄の子会社である束亜士木に入社し

た（沖47)。

満洲国政府の建築組織の最初の主任となった

相賀兼介や，最後の「本社工事課」長となった

太田（旧姓古田）宗太郎の経歴はさらに複雑で

ある。相例は1920年満鉄をいったん退社した後，

横井建築事務所，さらに共同建築事務所に所属

したか，行木菊治郎とともに25年満鉄に復帰し，

その後，満洲国の成立とともに満洲国政府建築

南満洲鉄道株式会社の建築家

組織の最初の主任となった。しかし，関東軍司

令部との意見対立から満洲国政府建築組織を追

われた相賀は， 1938年再び満鉄に復帰し，さら

に41年には東亜土木に人社， 42年には青木菊治

郎とともに香港総督府嘱託となって香港に赴い

た⑪48)。吉田宗太郎は個人的に親しかった太田

毅が病気療養のため日本に帰国すると単身渡米

し，コロンピア大学と同大学院で再び建築を学

び， 1924年大連に戻って共同建築事務所に人所，

1929年には満鉄に復帰し， 37年には「本社工事

課」長となるが，鉄道附属地撤廃による地方部

の解散にともなって大連工事事務所長となり，

38年には華北交通株式会社の前身ともいえる満

鉄北支事務局の建築課長となった旧49）。この2

人はともに満鉄入社以来1945年に至るまで日本

国内での建築活動の経験はなかった。この他，

最初の「鉄道総局建築課」長となった鈴木正雄

は， 1937年吟爾濱高等工業学校長，次いで同校

の大学昇格後も学長を歴任し建築教育に携わっ

た（注50）。同じく「鉄道総局建築課」長の平野緑

は1938年9月満洲国準特殊会社の東辺道開発株

式会社が設立されると同年11月から41年9月ま

で同社の建築課長として同社による公共施設の

建設に携わった国51)0 

このような傾向は，特に満鉄の草創期に人社

した建業家・建槃技術者に顕著である。たとえ

ば，二田昇之助は1918年に大連市役所技師とな

り45年まで大連で活動した（注52)。蛭田福太郎は

1920年満鉄を退社して蛭田組を大連に設立し，

45年まで建築請負業を続けた（注53)。岡野重久は

青島守備軍鉄道部（山東鉄道管理局）派遇員とな

った後に満鉄を退社して上海に建築事務所を開

設し， 1945年まで上海で建築活動を続けた（注54)。

小野木孝治とともに満鉄を退社した籠HI定憲は
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大倉土木の大連支店技師となって1929年まで大

連で活動を続けた国55)。高梨勉ーは1921年満鉄

を退社して：暉時すでに建築請負業を行なってい

た福井猪和太とともに建築請負業福井高梨組を

大連に設立した旧56)。満鉄大連医院の工事監督

を務めた内田鮭n」は1926年には当時の大連で有

数の建築請負業者である高岡久留工務所に人所

した旧571。和田喜蔵は1932年奉天の建築請負業

吉川組に人社した hi•58)。大泉ーは地方部解散後，

1938年天浄に渡り LJ本租界に設けられた建築局

の技師となった国59)0 

彼らにとって満鉄は，ひとつの通過点にしか

すぎず，またその後の活動の出発点となった機

関てあった。彼らの大半は満鉄退社後も日本に

帰国することなく，満鉄在職中に培った経験と

人脈を活かしてそのまま l1本の支配地域で建築

活動を続けた。

最近の研究によれば， 19世紀未から20世紀前

半の東アジア地域では，多数の欧米人建築家が

本国を離れて活動拠点を束アジア地域の列弛支

配地に誼いて活動していたことが明らかになっ

ている⑭6(））。そして彼らの中にはダlj強支配地を

転々としたり，所属建築組織を次々と変えたり彎

支配機関に所属した後独立して民間建槃事務所

を主宰した建婆家も多くいた。このような建築

家を仮に「植民地建染家」と呼ぶと，満鉄の建

築組織に所属して中心的役割を果たした建築家

・建築技術者の多くはこの「植民地建築家」と

いうべき人々であり，中国東北地方を中心に日

本の支配地を転々とした建築家・建築技術者で

あった，う

(il~ l) 小野木の経歴は，満洲建礎協会＼父人経歴」

（『満洲建婆協会雑誌」 13咎2号 19沿年2月） 1~4ベ

ジ， ＇ 
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（注2) 阿 l.:.／印刷局『官報』第7112号 1907年3月

18H 431ページによれば小野木は兼官の陸軍技師のみ

同月16日付けで免官，9

（注3) 池田稔「故大蔵臨時建築部技師南満洲鉄道株

式会社社員太田毅君を弔ふ」（『建築雑誌』第295号 1911

年7月）表紙裏／「惜しむべき建築学者満鉄技帥太田T.

学士逝く 1(『満洲 H々 新聞』第1361号第1911年7月25

LI) 5ペーシ。

（注4) 葛西万司•長野宇平治『辰野紀念H本銀行建

築譜』墨彩常 1928年 H本銀行建築記録の項／菅原洋

＾「近代建築技術0)地域的展開に関する研究ーr,ヅ--^•項県

を事例として一」名古屋大学博士学位論文 1992年

165ベーシ／住友修史室編『住友職員録』明治43年版

1910年 10ページ／同書明治44年版］911年 3ペー

乞『住友職員録』は青木信夫氏提供。 なお， 弓削の名

については「鹿次郎」と記した文献もあるが，ヴ削達雄

氏(,}削鹿治郎ごf息） 0）ご教ぷにより本稿では「鹿治

郎」 と，iじす3

（注 5) 満洲建哭協会 l・略歴」（『満洲建槃雑誌、J22巻

4り 1942年4月） 3ペーシ。

（注6) 佐々木和f氏 (Iti田菊治郎ご息女）のご教ホ

による。市田菊治郎の父直郎兵衛は大工棟梁で． H本...[

学会・啓明会『明治r業史』建槃編学術文献普及会
1968年復刻 738ページによれば，当時知恩院阿弥陀堂

J]ドを請負っていた。

（注7) 荒木栄一・「思い出すまヽに」（『満洲建槃協会

雑品』 13巻2号 1933年2Jl) 31 ~3-1ページ。

（注8) 太田淳氏（太田宗太郎ごf息） 0）ご教示によ

る。吉田末太郎は太田毅没後，太田家の投チとなり太田

に改姓。

（注9) ，行掠 I近代建築技術の地域的展開に関する研

究」 116ページ。

(itl(）) 遼1紺省梢案館所蔵満鉄関係文書「明治四十二．

四十一・年度地jj部地方l"！上地建物類f算ll」（文得綴番

号：地1742)／詞明治四t年～四十．，•-年度文古類纂甲種

第九冊総体文内門建物類建物H」（文苔綴番号：総3053)

/lul「甲明治四十二年大正J叫年度総体部文苔l"J土地建物

類建物11」（文内綴番号：総:ID54)/1,,J「大正二年度人廿

し年度総体部文丹門上地建物類雑II」（文因綴番け：総

30iil)には多数の建築図面が収められている。また19il「明

治四 l••四年度総体部文内門十．地建物類建物H 」（文内綴

番号：総3058)／同「明治四卜四年度総体部文害門上地

建物類建物HJ•I鉛支払」（文内綴番号：総3059) には満
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鉄か1910~11年に行なった資産調査の資料として作成さ

れた満鉄所有のほぼ全ての建物の実測平面図・配置図が

収められている。

（注11) ―奉天新市街貸店設~t図」（遼寧省梢案館所蔵

満鉄関係文甚「明治四l二，四十こ孜、年度地方部地方門土

地建物類予算目」［文内綴番号：地1742〕所収の「奉入

駅前貸店新築ノ件」に添付）。

（注12) 「年天駅前貸付上家新第図」（詞」：文円）所収。

（注13) 「大連医院撫順出張所新哭図」（遼寧省梢案館

所蔵満鉄関係文書「明治四十二、四十一｀＿年度地方部地方

門土地建物類f'算H」［文書綴番号：地1742)所収の「本

渓湖医院出張）祈建築ノ件」に添付）。

（注14) 弓削鹿次郎「故正員檜山憲太郎君略歴」（『建

染雑誌こ第453号 1924年5月） 37ペーシ。

（注15) 仕友修史宰編『住友職員録』によれは．翡料

静は1901~1904年，山崎源逸は1903~19044に住友臨時

建架部に所属している。

（注16) 印刷局『職U録』甲 1907年 838ペーシ。

（注17) 建婆学会編『建築学会会員住所奸名録』明治

39年11月24H現在によれば吉本長太郎と関栄太郎の所属

が野戦鉄道提理部建築班になっている。

（注18) 同上書／建策学会組『建築学会会員住所姓名

録j 明治40年11月5H現在。 なお， 八木聞—--『営口軍

政誌抄』営Il 南満洲鉄道株式会社営口図肉館1937年

473~474ページによれば，営[J軍政署は軍政撤廃時に署

員29名を清国営口道台などの清国官庁に就職させた。

（注19) 満鉄本社か大連に移転した1907針まてに設立

されていた建築科・木上科を1iする上業学校は，＿I:手学
校 (1887年創立），福岡工業学校 (1896年創立），山形 l^•

業学校 (1897年創立）．料手工業学校 (l898年nl位），佐

賀工業学校 (Iii]年創立）．熊本工業学校（阿年創立），関

西商工学校 0902年創立）．兵庫工業学校（同年創立）．

秋田工業学校 (1903年創立），徳島工業学校 (|nl年創立）

である。これらについては，日本建槃学会編 r近代11本

建築学発達史』丸善 1972年 1799~ 1970ページ／村松

貞次郎『II本近代建槌技術史』彰国社 1976年 100~ 

101ペーシ／清水慶一 IBJJ治期における初等・中等建築

教育の史的研究」日本大学博士学位論文 1982年 13~ 

31, 44～ぷページを参照，う

（注20) 藤森照信『lKl家のテサイン』 LI本の建述［明

治大正昭和］第3巻三省堂 1979年 188~189ペーシ

堀勇良町治の建榮家覧」（『鹿IIり館の夢 建築家

コンドルと河鍋暁斎 』 INAX 1991年）径K

南満洲鉄道株式会社の建築家

（注21) 満洲建築協会「台湾時代の作品」（『満洲建築

協会雑誌』 13巻2号 1933年2月）口絵／黄俊銘「明治

期台湾総督府建築技師の年譜 (1895~1912) I(『H本建党

学会大会学術講演梗概集』 F 1993年9月） 1505~1506

ページ。

（注22) 故渡部輝f氏（小野木孝治こ息女）のご教ホ．

およひ．上田恭輔「畏友小野木村を偲ぶ」（『満洲建槃協

会雑誌」 13巻2号 1933年2月） 44~46ページ。ただし｀

国立国会図書館憲政資料室所蔵の後藤新平文書にはこれ

をホす文献はない。

（注23) 相賀兼介「建国前後の思出」（『満洲建築協会

雑誌』 2'2巻10号 19-12年10月） 5~14ペーシ。満洲国政

府の建築組織の設立については．拙稿「『満洲国』の建

設事業」（山本有造編『「満洲国」の研究』点都大学人文

科学研究所 1993年） :m~46(）ページ参照c

（注24) 植木茂の経歴は，建築学会編『建築学会会員

仕所姓名録』大正4年11月25H現在／建築学会艇『建染

学会会員住所姓名録』大正5年1(）月29日現在。絲宮几三

郎(})経歴は．西孟利『満洲芸術壇の人々』大連

職陽社出版部 1929年 39ペーシ。

（注25) ←第一次 1年史」 125ページ。

（注26) 資料不足であり．現在のところ．野戦鉄道提

理部から満鉄に人社したことが確認できる建築技術者は．

関栄太郎．吉本長太郎．中野重二郎の3名のみである。

（注27) 「大連海関新築」（『満洲日々新聞』第1764号

1912年9月3I1) 2ページ。

（注28) 「正金建苺T程」（『満洲ll々 新聞j 第772り

1909年12月131:::l)2ベージ。

（注29) 関東都督府の建築組織については．拙稿「関

束都督府の建築組織とその活動について」（『日本建築学

会計画系論文報告集』第442号 1992年12月） 117~126

ページ。

（注3(）) 関東局文内課『関東／，J施政二十り業禎調査資

料』大連関東局 1937年 633ページ。

（注31) 中村輿資平については．拙稿「建築家中村典

資平の経歴と建築活動について」（『日本建榮学会計画系

論文報告集』第450号 1993年8月） 151~160ページ。

（注32) 中村典資平「自伝」（浜松市立中央図書館蔵

「中村輿資平1H蔵資料山

（注：i3) 南満洲鉄迅株式会社紺『南満洲鉄迅株式会社

第二次十年史』大連 1928年 141ペーシ。

(it:M) 同上書。

（注:~) 小野木横井lli田共同建策事務所設りは．小野
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木孝治・横井謙介・ rii田菊治郎「謹告」（『満洲H々 新聞』

第5599号 1923年11月20R) 1ページ。

（注36) 白鳥省吾編『工学博士辰野金吾伝』辰野葛西

事務所 1926年 61~62ページ。高山甚太郎「中央試験

所新策設壮二関スル件」 1912年2月13日（遼寧省梢案館

所蔵満鉄関係文書「甲明治四十三年大止元年度総体部文

習門土地建物類建物H1［文古綴番号：総3054〕）に添付

された辰野葛西事務所作成「奉天試験所設計図書H録」

によれは、満鉄は1911年工業試験所の設計を辰野葛西事

務所に委北している。しかし，この建物は建設されてい

ない。また、 1922年6月28Hには大連医院本館の設計施

Lをアメリカ・フラー社のH本子会社フラー・オリエン

タル社(TheGeorge A. Fuller Company of the Ori-

ental Limited)に委託したか，ー。［事途中で契約は解約

されているc

（注37) 伊藤武雄・荻1京極•藤井満洲男編『満鉄（ここ）』

現代史資料第32巻 みすず書肪 1966年 5, 10ペーシ。

（注：灼） 伊藤武雄・荻原極•藤井満洲男絋『満鉄（て） l

現代史資料第33巻 みすず苔房 1967年 14ペーシ。

（注39) 満洲建榮協会 1作品II録」（『満洲建簑雑誌』

22巻4号 19'12年4月） ：{~4ページC

（注40) 宗像主一”"r履歴内」 1962年5月1LI現在（大

島官子氏蔵「宋像t-IIl蔵資料」）。
（注41) 満洲建築協会会館 (1922年）， K連rH西広湯

館 0922年），大連駅 (1924年）の公開設Jt競技が行な

われ，いずれも満鉄所属の中沢潔，仮尾園盛ー・，小林良

治かそれそれの 1等'.li選を獲得した。

（注42) 満鉄は 1 本社建築課j 所属の長倉イぐ〗たら 0)

調脊に駐づいて1928年7月満鉄Jヽ ：業品擦浄規格において

煉瓦ヽ「法を長さ210こ＇，・幅 l()(]ミ＇）・厚さ 60バこ規格化した 99

また，同時に煉瓦0)品質叫l安となる吸水率と酎圧力も

規格化し，煉凡の棟準化に努めた。

（注43） 小野木孝治の経歴は，本節（注 l)に詞し。

（注44) 横井謙介の経歴は、本節（注5)に1n]し、およ

び、横井；釦郎氏（横井謙介こ(-息）のご教ぷによる。

（注45) 胄木菊治郎の経歴は，佐々木敦•利l'（ご夫及

所蔵「青木菊治郎Ill蔵資料」およひ，佐々木fllf氏())こ

教J;による，なお， IIi田菊治郎は1925年青木姓の改姓。

香港総腎府改修増哭lリ事の設，；Iは当時())否港総督磯谷廉

介が行木菊治郎の義兄であったことによる，＼

(il.-46) 岡大路の経歴は，南満洲鉄逍株式会社編『t1-

U録』•『職U録n 各年版／満洲[Iill11務院総務li湘i 『政府

公報』／＇『満洲建哭雑誌』に叫載 0)関係品＇札および、

ぅ0

岡和人氏（岡大路ご子息）のご教示による。

（注47) 植木茂の経歴は，建築学会編『建築学会会U

住所姓名録』各年版／南満洲鉄道株式会社編 r社員録』•

『職員録』各年版／『満洲建築雑誌』記載の関係記事によ

る。

（注48) 相賀兼介の経歴は，相賀紘—氏（相賀兼介ご

-f息）所蔵の相賀兼介自筆「絵H記」，および，佐々木

敦・和子ご夫妻所蔵 1青木菊治郎旧蔵資料」による。

（注49) 太田宗太郎の経歴は．建築学会編『建築学会

会員住所姓名録』各年版／南満洲鉄道株式会社編『社員

録』•『職員録』各年版，および太田淳氏のご教示による。

（注50) 鈴木正雄の経歴は，南満洲鉄道株式会社編

『社員録』•『職員録』各年版／＇『満洲紳七録』第 3版満

蒙資料協会 1940年 242ページ。

（注51) 平野緑氏のご教ホによる。

（注52) 三田昇之助の経歴は．建築学会編『建築学会

会li仕所姓名録』各年版。

（注53) 蛭田福太郎の経歴は，清水留吉『日鮮満上木

建築信用録』第4版 1925年 332ページ／『満洲建築協

会雑誌』各号掲載の会員動静記事。

（注54) 岡野重久の経歴は，南満洲鉄道株式会社編『社

員録』大正4年9月10H現在 308ページ／同編『社員

録』大」l:．7年2月1l」現在 477ページ／建築学会編『建

築学会会員住所姓名録』各年版。

（注55) 籠田定憲の経歴は，籠田定憲「小野木課長の

息ひ出」（『満洲建築協会雑誌』 13巻2号 1933年2月）

58~59ページ／建築学会編『建築学会会員住所姓名録』

各年版C

直 56) 絲梨勉ーの経歴は，本節（注8)と清水『H鮮

満十木建築いItl録』：¼7ペーシ，および，絲梨満洲実氏

のご教ホ',

（注57) 内田娃司の経歴は，上田純明編『高岡又一郎

翁』杉前潜店 1941年 m, 137ページ。
(11:58) 和田喜蔵の経歴は，建築学会組『建築学会会

員住所姓名録』各年版／『満洲建築協会雑誌』各け掲載

0)会i1動静記市。

（注59) 大泉.`•の経歴は，建槃学会編 r建築学会会U

/i所姓名録』各年版。

W:60) 加藤祐―編『アジアの都市と建薬』鹿島出版

会 19&洵／藤原恵洋『上海疾走する近代都1li』品，淡

社 1988年／村松伸『上海の都市と建築』パルコ出版

l叩l.1じ
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おわりに

本論は，満鉄の会社経営や中国束北地方支配

の実態をより総体的に把握する＿ヽ翡環として，満

鉄に所属した建築家・建築技術者の活動内容を

把握するために，建築家・建築技術者の変遷と

実像を明らかにすることを目的とした。そして，

第III節でホしたように，満鉄では草創期に経験

豊富な建築家・建築技術者が集中的に集められ，

彼らは中国東北地方の日本人建築家・建築技術

者の中心的存在として影響力を持ち，彼らが中

心となって1920年代の中国東北地方には日本人

の「建築界→が形成された。また，彼らの多く

は中国東北地方などの日本支配地域で長年にわ

たって活動した「植民地建築家」というべき人

々であり，彼らにとって満鉄はひとつの通過点

であり，その後の活動の出発点となった機関で

もあった。

満鉄は中国東北地}jに対する支配機関として

創業とともに多種多様な多数の建築物を必要と

したために，草創期に経験豊富な建築家・建築

技術者が集中的に集められたのであるが，これ

が彼らが中国東北地方の1::1本人建築家の中心的

存在となる原因のひとつにもなった。

ところか，満鉄の建築家・建業技術者と同じ

時期に関東都督府•朝鮮総督府・台湾総督府と

いう支配機関に所属した建築家の中でその中心

的役割を担った人々の足跡を追ってみると，小

野木孝治をはしめとする満鉄の建婆家・建築技

術者に比べて日本国内との結びつきが強く，

「植民地建築家」と呼ぶべき人々は少ない。

たとえば， 1908年関東都督府技師となり， 17

~22年には関東都督府七木課長を務めた松室重

南満洲鉄道株式会社の建築家

光 (1897年束大建築学科卒）は， 1923年辞官し

て日本に帰国し，大阪で建築事務所を開設した。

1910年に朝鮮総督府技師となり，その後29年ま

で朝鮮総督府営繕需品局営繕処課長・建築課長

を務めた岩井長三郎 (1905年東大建築学科卒）

は，その職を辞した後帰国し日本エレベーター

束京支店長となった。その岩井と大学の同級生

であり朝鮮総督府庁舎建設工事のために設けら

れた最福宮工事事務所長であった国枝博 (1905

年東大建築学科卒）は，工事竣工前に帰国し大

阪で国枝工務所を開設した。 1904~14年台湾総

督府営繕課長を務めた野村一郎 (1895年東大造

家学科卒）（汁 l)はその職を辞した後日本に帰国し，

大阪で建築家茂荘五郎とともに茂野村建築事務

所を主宰した。台湾総督府技師としては小野木

孝治の後任に当たり，野村の下で多数の官術建

槃を設計した森山松之助 (1897年東大建榮学科

卒）も1919年には帰国し，東京で建築事務所を

開設している。

満鉄に所属した建築家とそれ以外の支配機関

に所属した建築家との間にこのような差異が生

じた原因は現在のところ定かでないが，次の点

が推測される。（］）満鉄が民間会社であったのに

対して関東都督府・朝鮮総督府・台湾総督府は

いずれも日本政府の機関であり所属した建築家

はいずれも人事異動によって日本に帰国する可

能性があったこと，（2）中国束北地方が朝鮮半島

や台湾に比べて民間の建築孟要が多かったこと，

(3)中国東北地方がロシアなど他国の勢力との交

錯地であり満鉄の建築家の中でH本の存在感が

相対的に薄れたこと，（4）中国東北地方には満鉄

の建築家を中心とした「建築界」が成立してい

たこと。

しかし，いずれの理由も決定的なものではな

ぅI
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い。 (1)については，関東都督府・朝鮮総督府・ のか，の 3点である。今後これらを解明してい

台湾総督府の建築家たちはいずれも人事異動に く予定である。

よらず，辞官して日本に帰国しているので，こ

れは原因とはならない。 (2)と(3)については，満

鉄の建築家たちと同じく中国東北地方で活動し

た松室重光の辞官後の足跡を説明することは不

可能である。 (4)は，他の 3つの理由に比べて最

も日］能性の閥い理由であると推察される。第III

節て既述のように満鉄の建築家は中国東北地方

における日本人建築家の中心的存在であり，満

洲建築協会の設立，月刊誌の発行，展覧会の開

催などを通じて， 192(）年代には中国東北地方に

日本人の「建築界1が成立していたと考えられ

る。その中心に存在した満鉄の建築家にとって

中国東北地方は満鉄退職後も活動の余地を残し

ていた地域であった。しかし，この理由も高宮

元三郎のように中国東北地方以外の日本の支配

地でも活動した人物についての説明とはならず，

(4)の理由は可能性か高いながらも満鉄の建築家

が「植民地建築家」となった決定的な理由とは

ならない。また，これら 4点か複合的に柑関し

ていたことも推察される。

残された課題は，（l）満鉄の建槃家が「植民地

建築家」となっていった原因，（2）彼らの具体的

な活動内容，（3）彼らの活動が満鉄の会社経営や

中国東北地方支配ととのように結び付いていた

ぅ2

(i:tl) 造家学科は，建築学科の前身で1897年建築学

科に改称された。

［謝辞〕 資料収集に当たっては，故渡部進・輝

-f夫妻，太田淳氏，横井三郎氏，佐々木敦・和子

夫妻，弓削達雄氏，相賀紘ー氏，平野緑氏，大旗

正二氏，鈴木保氏，岡和人氏，高梨満洲実氏，名

城大学の伊藤三千雄教授，三重大学の菅原洋一助

教授，九州芸術工科大学の藤原忠洋講師，大阪市

立大学の山崎寿一助手，東京大学大学院(/)青木伯

夫氏，名古屋大学大学院の玉附啓二氏，アジア経

済研究所図書資料部マイクロ宰，株式会社安井建

築設計事務所，秋田I業高等学校建築科，米沢工

業高等学校建築科，浜松工業高等学校建築科，福

岡上業高等学校，佐賀工業高等学校同窓会事務局，

熊本工業高等学校同窓会事務局，京都工芸繊維大

学造形L学科建築系事務室，伏水会本部，横浜開

港行料館の堀勇良博士，東京大学藤森研究室およ

ひ戦橋技術科学大学附属図内館の協｝）を得た。記

して謝意を表します。

〔付記〕 本研究の一部は平成6年度文部省

科学研究費補助金（奨励研究IA)・課題番号：

06750660)により行なった。

（豊橋技術科学大学建設上学系助手）
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